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第１章 計画の基本的事項 
 
 

 草加市教育委員会では、平成24年度（2012年度）から教育基本法第17条第2項に基づき、本

市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画として、草加市教育振興基本計画を策定

し、「生きる力を共に教え育てる草加の教育」を基本理念とし、様々な施策を展開してきました。 

 令和2年度（2020年度）からの4年間は、第一次及び第二次計画の基本理念を継承し、第三次

草加市教育振興基本計画（以下「第三次計画」といいます。）を定め、次代を担う子どもたちの育成

を目指した様々な教育活動や地域の力を育む生涯学習活動を推進してきました。 

 特に、0歳から15歳までの全ての子どもの育ちを、幼稚園・保育園・認定こども園・小学校・中学校

（以下「幼保小中」といいます。）と家庭・地域が連携し、地域社会が一体となって共に支える、子ども

教育の連携の推進を重点施策の一つとして位置付け、子どもの育ちと学びの連続性を確保し、生きる

力✪の三要素である、「確かな学力✪、豊かな心、健やかな体」を総合的に育む施策を推進してきまし

た。また、子どもたちを熱中症から守ることや地震や台風などの災害時に避難者の利便性を向上するた

め、全ての小中学校の体育館にエアコンを整備するとともに、体育館の出入り口の段差解消や車いす

用トイレの設置などのほか、非常用電源、非常用照明、Wi-Fi設備などの整備も行い、避難所としての

機能強化も図りました。 

 生涯学習では、草加市生涯学習推進指針を基に、市民との協働による多様な学習機会の創出、

地域の学習資源の活用、学習情報の積極的な発信を行うことにより生涯を通した学習活動の推進体

制の充実を図ってきました。また、平成29年度（2017年度）に策定した草加市子ども読書活動推進

計画に基づき、子どもが読書に親しむ環境の充実を図りました。さらに、国指定名勝「おくのほそ道の風

景地 草加松原」✪を始めとする文化財の保存活用や歴史民俗資料館の整備を図り、草加市文化

財保護指針に基づき、地域の貴重な文化遺産の保護に向けた取組を進めてきました。 

 人権教育では、一人ひとりの基本的人権が尊重され、平和で住み良い社会を実現するための人権

教育を推進してきました。 

 このように本市では、基本理念の実現に向け、様々な施策を展開してきましたが、この間、急速に進む

少子高齢化、グローバル化や高度情報化の進展、環境問題の深刻化、さらには家族形態の変容や地

域のつながりの希薄化など、社会情勢や子どもたちを取り巻く環境が大きく変化してきました。 

 こうした中、国では、社会状況の変化への対応や教育基本法の理念の実現に向け、令和5年（202

3年）6月に第4期教育振興基本計画が策定されました。埼玉県においても、令和6年（2024年）に、

第4期教育振興基本計画を策定し、目指すべき教育の姿が明示される見込みです。 

１ 計画策定の経緯及び位置付け 
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 本市においても、第三次計画が令和5年度（2023年度）に終了することから、時代の変化や子ども

たちの状況、教育課題の動向を踏まえ、これまでの教育振興基本計画を基に築いてきた取組をより確

実なものにするとともに、子どもたち一人ひとりの可能性を伸ばしていくため、また、子どもから高年者まで

生涯にわたり学び続け、一人ひとりが豊かな人生を送れるよう、令和6年度（2024年度）を初年度と

する第四次草加市教育振興基本計画を策定する運びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊草加市教育大綱とは 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、草加市総合教育会議において、市⾧と

教育委員会が協議・調整の上、市⾧が定める教育の目標や施策の基本的な方針 

  

第４期教育振興基本計画 
（令和５年度～令和９年度）  第四次草加市 

教育振興基本計画 
（令和６年度～令和９年度） 草加市における 

個別計画 

第四次草加市総合振興計画 
第三期基本計画 

（令和６年度～令和９年度） 

教育における個別計画 
○第四次草加市子ども教育連携推進基本方針・行動計画 
○第二次草加市子ども読書活動推進計画 
○草加市生涯学習推進指針 
○国指定名勝「おくのほそ道の風景地 草加松原」保存活用計画 等 

国 

市 

参酌 

第４期教育振興基本計画 
（令和６年度～令和１０年度）  

県 参酌 

連動 

連携 

草加市教育大綱＊ 

整合 整合 

整合 
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 第四次草加市教育振興基本計画の策定に当たり、パブリックコメント等を通じ、教育関係者、関

係団体及び広く市民の皆様からの意見を盛り込みました。 

 

 

 生涯における人間の学びの場は、大きく学校・家庭・地域の三つに分かれています。 

 第四次草加市教育振興基本計画は、この三つの学びの場における教育が、有機的なつながりを持

って進められていくことの重要性を踏まえ、幼稚園・保育園・認定こども園における幼児教育及び小中学

校における学校教育（以下「子ども教育」といいます。）、家庭や地域における社会教育を含めた生涯

学習を対象としています。 

 

 

 第四次草加市教育振興基本計画の対象期間は、第四次草加市総合振興計画第三期基本計

画との整合性を図るため、令和６年度（2024年度）から令和９年度（2027年度）までの４年間

とします。 

 

令和６

年度 

令和７

年度 

令和８

年度 

令和９

年度 

令和10

年度 

令和11

年度 

令和12

年度 

令和13

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 第四次草加市教育振興基本計画の進行を管理していくため、毎年度、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第２６条の規定に基づく事務の点検及び評価の過程において、有識者の知見

等を活用する中で、施策の評価を行います。 

 計画の進行状況を把握するとともに、必要な改善、見直しを行い、結果を公表します。その結果を

翌年以降の施策に反映させながら、計画の実現を図っていきます。 
 

２ 計画の策定手続 

３ 計画の対象 

４ 計画の期間 

５ 計画の進行管理 

第四次草加市教育振興基本計画 

次期計画  毎年度改善・見直し 

 毎年度改善・見直し 
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第２章 教育を取り巻く環境の変化と課題 
 
 
 
 

 

 令和2年国勢調査によると、国の人口は1億2,614万6千人であり、平成27年と比較して94万9

千人減少しています。総人口に占める割合を平成27年と比較すると、年少人口（15歳未満の人

口）は12.6％から11.9％に、生産年齢人口（15歳から64歳の人口）は60.9％から59.5％にそれぞ

れ低下した一方で、老年人口（65歳以上の人口）は26.6％から28.6％に上昇しました。 

 本市においては、松原団地地区の開発もあり、令和12年までは徐々に人口が増加していく推計と

なっていますが、年少人口は令和3年と比較して減少しています。また、生産年齢人口も令和10年を

ピークに減少を始める推計となっています。その一方で、老年人口は令和28年まで増加していく推計

となっており、以降も高い水準で推移すると見込まれ、現役世代1人が高年者1人を支える「肩車型

社会」に迫っていくことが予測されています。 

 また、外国人の人口については、平成に入ってから大幅に増加し、令和4年現在で8,057人となっ

ています。国籍で見ると、中国が最も多く、次いでフィリピン、韓国が続いています。 
 

 

将来人口推計 
 
 

資料：2022.4 草加市 将来人口推計 

  

１ 人口構造の変化と少子高齢化 

●1 歳階 級を年齢 3 区分に編 集した将 来人 口推 計                         （単 位：人 ） 

（R3~R4 は実 績値 、R5 以降 は推 計値。各 4 月 1 日時 点） 網掛 けは最 高値  
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 新型コロナウイルス感染症は、私たちに多くの困難をもたらすとともに、超スマート社会(Society5.0)

✪を目指す上での大きな転換点ともなりました。学校に通うことができず、共に学ぶ仲間と集うことが

できない事態は、幼児教育から高等教育までを含めて、また、日本国内にとどまらず、世界共通のこ

ととして、未曽有の危機を学びにもたらしました。そのような中で、デジタル機器を用いたオンライン教育

や、AI等を活用した学習教材などが人々の学びを支えたことは、デジタルがもたらす学びにおける可能

性を示す機会となりました。また、オンラインであれば空間の制約を越えて、世界のどことでもつながるこ

とができることは、高等教育を中心に、国際社会における学びの在り方にも変容をもたらしつつありま

す。 

 一方で、新型コロナウイルス感染症により学校に通えないという事態が、学校の持つ教育機能、

教師と児童生徒が学校に集い共に関わりながら学び成⾧することの価値、教師の存在意義、異な

る社会や人と現地で直接交流する学習、学校内外におけるボランティア等の社会体験活動・自然

体験活動、スポーツ・文化芸術活動、異文化交流や地域の行事への参加など、オンラインでは経験

し得ないリアルな体験の持つ価値を再認識する契機ともなりました。 

 新型コロナウイルス感染症を含めた新たな脅威に対しては、想像力を働かせて対処していくとともに、

ポストコロナ社会を見据えたデジタル人材の育成や技術開発などが求められています。 
  

２ 新型コロナウイルス感染症（令和５年５月８日からは感染症法上の５類感染症に）  

 

R5  

 

~5/8  
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 SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さな

い（leave no one behind）」持続可能で、よりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。

2015年の国連持続可能な開発サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のため

の2030アジェンダ」の中で掲げられました。2030年を達成年限として、17のゴール（目標）と169のター

ゲットから構成されています。教育については、SDGsの目標４に位置付けられ、｢すべての人々に包摂

的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する｣と定められています。 

 一方で、ESD (Education for Sustainable Development：持続可能な開発のための教育)は、

ターゲットの1つとして位置付けられているだけでなく、SDGsの17全ての目標の実現に寄与するものであ

ることが第74回国連総会において確認されています。持続可能な社会の創り手を育成するESDは、

持続可能な開発目標を達成するために不可欠である質の高い教育の実現に貢献するものとされて

います。ESDは既に学習指導要領全体において基盤となる理念と位置付けられており、今後もESD

を推進していくことが重要と考えられます。  

３ SDGs と ESD 

出典：文部 科学 省ホームページ 

   （https://www.mext.go.jp） 



第２章 教育を取り巻く環境の変化と課題 9 

 

 

 我が国や世界を取り巻く環境は大きな変革期にあるといえます。人工知能（AI）、ビッグデータ、

Internet of Things（IoT）、ロボティクス等の先端技術が高度化して、あらゆる産業や社会生活に

取り入れられたSociety5.0時代が到来しつつあり、社会の在り方そのものがこれまでとは「非連続」と

言えるほど劇的に変わる状況が生じつつあります。また、経済のグローバル化が進み、国際的な競争

も激化し、富の集中や地域間の不平等といった面も生じてきています。地球規模の課題に対応する

ためには、国際的な視野を持ち、他国の人々ともすすんでコミュニケーションを行うことが、さらに重要と

なってきます。 

 このような変化の激しいこれからの時代を見据え、学校教育には一人ひとりの児童生徒が、自分

のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働

しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となるこ

とができるよう、その資質・能力✪を育成することが求められています。 

 これからの学校教育を支える基盤的なツールとして、ICT✪は必要不可欠なものであることから、本

市においてもこれまでに整備したICT機器を、日々の授業において効果的に活用していくことが求めら

れます。 

 また、ICT✪は非常時における児童生徒の学びの保障の観点や、自宅等における学習の観点から

も活用することは有効ではありますが、児童生徒の発達段階や情報活用リテラシーの習熟度は異な

るため、情報モラル教育を含めた正しい活用方法等の指導を行って、安全安心に活用できる情報活

用能力を身に付けることなどが求められています。  

４ 急速な技術革新とグローバル化の進展 
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 平成23年（2011年）3月11日に発生した東日本大震災から10年以上が経過しました。しかしな

がら、未だに震災以前の生活を取り戻せない人も多くいるのが現状です。 

 今後は、マグニチュード7クラスの首都直下地震が、30年以内に約70%の確率で発生し、本市にお

いても大きな被害が生じることが想定されています。 

 さらに、地球温暖化に伴う気候変動により、自然災害は更に激甚化・頻発化することも予想され

ています。直近では、令和元年東日本台風の影響により、埼玉県でも記録的な大雨となり、市内

では約1,000人が避難所に避難をしたほか、県内では死者4人、負傷者33人、住家被害7,000棟

以上など甚大な被害が生じました。 

 本市においては、令和4年度に避難所となる全ての小中学校の体育館にエアコンが設置されるな

ど、施設の整備は進んできていますので、子どもたちの防災意識を高めるソフト面の取組も更に推進

する必要があります。 

 

 

 

 平成20年（2008年）9月のリーマン・ショックに端を発した世界同時不況、平成23年（2011年）

3月に発生した東日本大震災や、現在も続く新型コロナウイルス感染症などの影響により、我が国の

経済を取り巻く環境は厳しい状況が続きました。 

 そうした中、子どもの健やかな成⾧に必要な生活環境や、教育の機会が確保されない「子どもの

貧困」問題では、全国の子どもの約7人に1人が「相対的な貧困」状態にあると言われており、これは

毎日の衣食住に事欠く「絶対的な貧困」状態とは異なるものの、生まれ育った家庭の経済状況から

教育や体験の機会に乏しく、地域や社会から孤立し、子どもの進学や就職など様々な面に影響を

及ぼし、格差が固定化することや貧困が連鎖することなどにつながると懸念されています。 

 今後は、子どもたちが将来の夢や希望を持ち、その実現に向けて努力していく意欲・態度等を育

成するため、また、子どもたちが成⾧する過程で最善の方法を主体的に選択することができるよう、子

どもたちへの支援体制を充実することが求められます。  

５ 激甚化・頻発化する自然災害 

６ 格差社会と子どもへの影響 
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 特別支援教育✪の対象となる児童生徒は、近年、全国的に増加傾向にあります。本市においても

同様の傾向が見られ、特に特別支援学級の在籍児童生徒や通級指導教室✪の活用児童生徒が

増加するとともに、通常の学級においても特別な教育的支援を行う場面が多く見られるようになりました。 

 インクルーシブ教育システム✪の構築に向けて、障がいのある児童生徒と障がいのない児童生徒が

共に学ぶ教育環境の整備を追求するとともに、障がいのある児童生徒が、必要な指導・支援を受け

られるよう、小中学校における通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援学校など

といった連続性のある「多様な学びの場」の充実が求められています。併せて、インクルーシブ教育で

は障がいの有無にかかわらず、もともと全ての子どもたちは多様な存在であり、それぞれのよさや可能

性、課題を持つということの理解を深めていくことが重要です。 

 また、日本語指導が必要な児童生徒数が増加傾向にあるため、国際理解教育補助員✪を配

置するなどし、一人ひとりの学習をきめ細かに支援することで、子どもたちが抱える学校生活への不安

を取り除けるようにしていく必要があります。 

 今後も、多様な教育的ニーズに柔軟に対応し、教育機会の提供や配慮、支援を行っていくことが

求められています。 

 

 

 総人口が微増傾向にある一方で、本市の一世帯当たり人口や年少人口が減少傾向にあり、核

家族化や少子化の進行がうかがえます。 

 核家族化や少子化の進行により、子どもたちにとって祖父母の経験からの学びや兄弟姉妹で切

磋琢磨する機会は減少しています。家庭は全ての教育の出発点として、日々の生活を通して子ども

が基本的な生活習慣や規範意識を身に付ける場であることから、家庭での子育てや教育の在り方

について見つめ直す必要があります。また、都市化の進行、家族形態の変容、価値観やライフスタイ

ルの多様化などにより、地域との関わりを持たない暮らし方が増えています。身近な人と関わることが

少なくなり、子どもたちの規範意識や社会性などが育まれにくくなってきていることや、子育てについて

の悩みや不安を抱える保護者が増加してきているといった課題が指摘されています。 

 人と人とのつながりの希薄化が懸念される中で、子どもたちをよりよく育むためには、地域やＰＴＡ

活動における学校との連携・協働を始め、地域と学校がお互いの力をより一層発揮し、一体となっ

た取組を進めることが不可欠です。今後、地域でどのような子どもたちを育てるのか、何を実現していく

のかという目標やビジョンを地域の方々と共有し、地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともに

ある学校づくり」を推進していくことが求められています。 

７ 多様な存在である子どもたち 

８ 家庭や地域社会の変化への対応 
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 新型コロナウイルス感染症の拡大や国際情勢の不安定化など、社会全体に予測困難な影響が生じてい

ます。実生活に目を向けると、人々の価値観は複雑・多様化し、様々な働き方、生き方を選択できる・選択

する社会へと変化が生じています。 

 このような変化に加え、少子化、人口減少社会が進む社会構造の大きな変化の中、次世代を見据えた

Society5.0 が提唱され、実現するには、持続的な社会の発展を生み出すために、全ての世代における人の育

成や成⾧が必要です。 

 このような社会の潮流の変化、構造の変化に対応するため、学校教育では生涯にわたって能動的に学び

続ける基盤を培うなど、学ぶ姿勢を学校教育から途切れることなく社会人としての生涯学習へつないでいく必

要性が高まっています。 

 義務教育期間中を含め、夢や理想を実現するには多様な道すじがあります。それぞれのライフステージで生

じる課題や困難があっても、努力して物事をやり抜き現状を改善していこうとする知的好奇心や学習意欲に

応えられるよう、コンテンツを充実させる必要があります。 

 

９ 生涯学び続ける重要性 
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第３章 第三次草加市教育振興基本計画の検証 
 
 
 
 
 

 第三次計画（令和２年度（2020年度）～令和５年度（2023年度））では、「生きる力を共に教え育

てる草加の教育」を基本理念に掲げ、それを踏まえた５つの基本目標の下に１６の施策と７７の主な取組を

設定し、様々な事業に取り組んできました。また、１６の施策には、３８の成果指標を設定し、それぞれの施

策の進捗状況を検証してきました。 

 各施策の主な取組は着実に進められ、令和４年度（2022年度）末現在における成果指標の達成状況

は、指標設定時の数値から令和５年度（2023年度）の目標値を達成しているものが６、目標値に向けて

上昇しているものが６となっています。 

 なお、成果指標のうち、目標値を達成した施策については、必要に応じて目標値を上方修正するとともに、

内容の充実を目指して更に取組を進めています。 

 ここでは、第三次計画に掲げた基本理念の実現のため、令和３年度末までに取り組んできた成果と課題

（今後求められること）を示します。 

 

 ⑴ 成果 

   第三次計画の施策ごとに、主な取組に係る成果をまとめました。また、成果に関連するデータをあわせ

て掲載しました。なお、一部の主な取組については、関連するもの同士でまとめています。 

 ⑵ 成果指標 

   第三次計画で設定した成果指標の達成状況を確認するため、当初設定した令和５年度（2023

年度）の目標値と令和４年度（2022年度）末の実績を掲載しました。なお、実績については、新型

コロナウイルスの感染拡大の影響を受けている場合があります。 

  ＊ 成果指標について、〇は達成、△は未達成を意味します。 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

   成果と成果指標などの状況を踏まえ、今後求められることを課題として整理し、掲載しました。 

 

 
   

１ 成果と課題 
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目標値
令和４年度 令和５年度

自己肯定感及び自己有用感が高い（子ども教育の連携に
関する児童生徒アンケート調査から5段階で評価して、
上位2段階に当たる）児童生徒の割合
①自己肯定感が高い児童生徒の割合
②自己有用感が高い児童生徒の割合

①61.7％
②68.1％

①80％
②70％

△

訪問支援を行った幼稚園・保育園・認定こども園の園数
（目標値について、当初35園としていましたが達成したため、57園に上
方修正しています。なお、達成状況は当初目標値に対してです。）

54園
57園

（35園）
〇

乗り入れ授業を通して、中学校の先生に親しみを感じた
中学校1年生の割合

80.5%
85％

（70％）
〇

成果指標 実績値 達成状況

 

 

 

 

施策１－１ 子ども教育の連携の推進 
 ⑴ 成果 

 【自己肯定感・自己有用感の育成】については、幼保小中において、このことの重要性をより深

く共有することができました。児童生徒アンケートの結果からは、自己肯定感✪・自己有用感✪

とも着実に高まっていることが分かります。各中学校区では、１５年間を通じて自己肯定感✪・

自己有用感✪を育めるよう、保育や指導の在り方を改善し、家庭と連携しながら教育・保育

を進めることができました。 

 【「社会に開かれた教育課程」等を踏まえた指導資料の作成】については、「草加っ子にこにこわ

くわくプラン」、「草加市幼保小中一貫教育標準カリキュラム」や「学ぼう！ふるさと草加」等を改

定して各幼保小中に配布し、１５年間を通じたカリキュラムの編成にいかすことができました。 

 【幼児期の教育の充実】については、認可保育園・幼稚園・認定子ども園のほぼ全園を訪問し、

教育・保育を直接支援することができました。各園のニーズや本市の幼児教育推進体制を踏ま

えて見直しを行いながら、各園の幼児期の教育を支援することができました。 

 【交流・連携の充実による幼保小中を一貫した教育の推進】については、研修や訪問を充実さ

せることで、効果的に乗り入れ授業を行うことができました。また、研究委嘱を通じて、幼保小中

を一貫した教育✪の実践を深めるとともに、その成果を市内へ周知することができました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（）は第三次計画策定時における当初目標値 

基本目標１ 目指す「草加っ子」（１５歳の姿）を育む幼保小中 

を一貫した教育推進 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【自己肯定感・自己有用感の育成】については、幼保小中へ研究委嘱などを通じて効果的な

実践を周知していくことが必要です。また、保護者へ自己肯定感✪・自己有用感✪の育成に

おける家庭の役割を周知し、幼保小中と家庭が連携して自己肯定感✪・自己有用感✪を育

成することが必要です。このことに加えて、他の人のよさも認めることができる他者理解✪が今後

の育成の視点として重要です。 

 【「社会に開かれた教育課程」等を踏まえた指導資料の作成】については、各園・各校が１５

年間を通じたカリキュラムを不断に見直すことができるよう、研修等を通じて、指導資料の具体

的な活用方法を周知する必要があります。 

 【幼児期の教育の充実】については、国の幼児教育スタートプランと本市のこれまでの実践の整

合性を図りながら、幼児教育推進体制の充実や幼保小の架け橋プログラムの実施等に取り組

むことが必要です。 

 【交流・連携の充実による幼保小中を一貫した教育の推進】については、研究委嘱校への指

導や、草加市子ども教育連絡協議会の活動を充実させることで、各中学校区の教育実践を

一層充実させる必要があります。 

 

【関連ページ ４５、４６】 
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目標値
令和４年度 令和５年度

全国学力・学習状況調査における県の平均正答率との差
　①小学校　　国語
　　　　　　　算数

　②中学校　　国語
　　　　　　　数学

＊平成31年度調査からA・Bの区分がなくなりました。

①小学校
国語  1.0
算数 -1.0

　
②中学校

国語 -2.0
数学 -2.0

全調査種別
について、
県平均正答
率との差を0
とする

△

成果指標 実績値 達成状況

施策１－２ 自ら学ぶ「草加っ子」の育成 
 ⑴ 成果 

 【「草加っ子の基礎・基本」の定着】については、草加市学力・学習状況調査を通して、児童生

徒一人ひとりの達成状況・課題を把握し、各学年における学習内容の定着を図ることができま

した。児童生徒に見通しをもたせるために学習課題や学習過程を明示したり、場面設定や発

問を工夫したりするなど「主体的・対話的で深い学び✪」の視点に立った授業改善を図ったこと

で、児童生徒が主体的に学ぼうとする姿が見られました。 

 【各種学力調査の実施と分析・活用】については、全国、埼玉県、草加市学力・学習状況調

査についての分析を行い、各校がそれぞれの実態に合わせた学力向上に係る具体的取組につ

いて計画し、実践することができました。 

 【児童生徒の学習に対する支援の充実】については、各種補助員を配置することで、児童生徒

に対する支援や学習環境を整え、児童生徒一人ひとりに対しきめ細かい指導をすることができ

ました。 

 【児童生徒の効果的な学習時間の確保】については、草加寺子屋（土曜学習）✪を円滑に

運営することや中学校放課後学習等の実施により、児童生徒の学習機会を提供することがで

きました。 

 【小学校外国語・外国語活動及び中学校英語教育の充実】については、全小中学校にＡＬ

Ｔを配置し、児童生徒が実生活に生かせる英語に触れられる機会を充実させることができ、生

き生きと活動する様子が見られました。 

 【学校図書館教育の充実】については、読書活動推進研修会において、効果のあった取組事

例を周知することができました。充足率１００％を維持しながら、児童生徒一人当たりの学校

図書館図書の貸出数の増加が見られました。 

 

 ⑵ 成果指標 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【「草加っ子の基礎・基本」の定着】については、「主体的・対話的で深い学び✪」の実現に向け、

１単位時間の授業だけではなく、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して授業改善

を進めていく必要があります。目指す「草加っ子」✪との関連を明確にし、内容の定着に向けよ

り具体的な手立てを講じる必要があります。 

 【各種学力調査の実施と分析・活用】については、各種学力調査の分析から児童生徒の実態

を把握し、実態に合わせて学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを機能させ、児童生徒の資質・

能力✪を育成するために授業改善を図る必要があります。 

 【児童生徒の学習に対する支援の充実】については、各種補助員の活用を通じて、児童生徒

の学習に対する支援の充実を図るため、研修会を充実させ、一層の資質向上を図る必要があ

ります。 

 【児童生徒の効果的な学習時間の確保】については、中学校において、生徒が学習課題につ

いて克服するための支援をしていく必要があります。草加寺子屋（土曜学習）✪をより充実さ

せるため、学習課題を工夫する必要があります。 

 【小学校外国語・外国語活動及び中学校英語教育の充実】については、今後ますます進むグ

ローバル化に対応していくためにも授業を行う教師とＡＬＴ✪の役割を明確にした取組事例を、

学校訪問・研修会等を通して全校に広める必要があります。 

 【学校図書館教育の充実】については、学校によって一人当たりの学校図書館図書の貸出数

に差が見られるため、引き続き、読書活動推進研修会等で成果のあった取組（ビブリオバトル

の取組含む）を全校に広める等、読書の魅力を伝える必要があります。 

 

【関連ページ ４７～５０】 

  



第３章 第三次計画の検証 19 

目標値
令和４年度 令和５年度

「草加っ子の基礎・基本」における規律ある生活が定着
(80％以上)している項目の割合
　①小学校
　②中学校

①92.9％
②97.6％

①100％
②100％

△

成果指標 実績値 達成状況

施策１－３ 心豊かな「草加っ子」の育成 
 ⑴ 成果 

 【「草加っ子の基礎・基本」の定着】については、「徳」の基礎・基本の内容について、中学校区

における共通理解・共通行動により、児童生徒自身の意識が高まり、定着が見られています。 

 【道徳教育の充実】については、「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」を受託し、

全小中学校で研究授業を行うとともに、道徳推進教師研修会を開催することで、各校におい

て授業改善が進みました。考え議論する道徳授業に向け、さらに全教員が理解を深め、実践を

進めていく必要があります。 

 【「いのちをつなぐ教育」の推進】については、造血幹細胞移植等の授業を通して、児童生徒は

いのちの大切さやいのちのつながりについて考えることができました。 

 【音楽教育の推進】については、全小学校で学校クラスコンサートを実施し、プロの演奏を聴くこ

とを通して、豊かな感性を育てる一助となりました。研修会を通して、学習評価を踏まえた授業

改善の充実が見られました。 

 【自然と触れ合う体験活動の推進】については、これまで奥日光自然の家及び昭和村で実施

してきた自然教室について、国立青少年教育振興機構（磐梯、那須甲子、赤城、妙高）の

施設を加えて実施しました。それぞれ特有の豊かな自然の中で様々な体験活動を行うことがで

きました。国立青少年教育振興機構の施設においては、施設独自の多様な活動プログラムに

より、学校生活では得難い体験をすることができました。 

 【読書活動の推進】については、読書活動推進研修会において、読書に関心をもたせる取組

（ビブリオバトル等）を周知することで、各校におけるビブリオバトル等の取組が充実しました。ま

た、「読書活動推進プラン」委嘱校の実践を市内に広めることができました。 

 【生徒指導の充実】については、いじめ撲滅サミット✪を開催し、いじめ撲滅の意識を醸成しまし

た。全小中学校におけるいじめアンケートの実施やいじめ等相談アプリを導入するなど、いじめの

早期発見や早期対応ができる体制を整備しました。草加市立小中学校問題解決支援チーム

において、学校の様々な問題に対して、解決のための支援を行いました。 

 

 ⑵ 成果指標 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【「草加っ子の基礎・基本」の定着】については、草加市学力・学習状況調査の結果から、各

学年の調査項目の達成率が低い取組について、改善を図る必要があります。目指す「草加っ

子」✪との関連を明確にし、内容の定着に向けより具体的な手立てを講じる必要があります。 

 【道徳教育の充実】については、各校での「特別の教科 道徳」の実践を共有し、指導方法や

評価についての研究を更に深めることが必要です。そして、道徳的諸価値を理解し、自己を見

つめる道徳授業をさらに推進していく必要があります。 

 【「いのちをつなぐ教育」の推進】については、いのちの教育グランドデザインに基づき、各校で「いの

ちをつなぐ教育」に係る授業を、計画的に実施する必要があります。 

 【音楽教育の推進】については、授業研究会や実技研修会等を通して、教員が具体的な指導

を受ける機会を継続的に設ける必要があります。そして、児童生徒に多様な音楽活動（合唱・

合奏）の経験を積ませ、自己肯定感✪・自己有用感✪を高めるとともに、他の人のよさを認め

ることができるように育てていく必要があります。 

 【自然と触れ合う体験活動の推進】については、自然教室の実施箇所が奥日光自然の家、昭

和村、国立青少年教育振興機構の施設（磐梯、那須甲子、赤城、妙高）と、多岐にわた

るため、各箇所の特⾧を踏まえ、効果的な自然体験活動について検討する必要があります。 

 【読書活動の推進】については、管理職や司書教諭等を対象とした、効果的・実践的な研修

会を継続して行う必要があります。学校図書館の一層の充実を図るため、効果的な取組等を

引き続き周知していく必要があります。 

 【生徒指導の充実】については、いじめ、不登校、暴力行為等の未然防止に係る指導を一層

充実させるとともに、早期発見、早期対応に向けこれまで以上に組織的・実効的に取り組む必

要があります。 

 

【関連ページ ５１、５２】 
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施策１－４ たくましく生きる「草加っ子」の育成 
 ⑴ 成果 

 【「草加っ子の基礎・基本」の定着】については、学校生活や授業において様々な制限のある中、

体力を保持・増進するために運動量を確保するとともに、運動の楽しさを味わわせる工夫を実

践する等、指導訪問や体力向上推進委員会と連携した授業研究会等を通して、各校におけ

る体育・保健体育の授業改善を図りました。 

 【体力・運動能力の向上】については、指導訪問や体力向上推進委員会で周知した内容等

に基づき、各校が体力向上プランや体力プロフィールシートを用いて改善を図った結果、新体力

テスト✪総合評価（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）の指標において、県平均を上回りました。 

 【中学校部活動の推進】については、専門的知識・技能を有する部活動指導員及び部活動

外部指導者が、各校において部活動の指導を行うことで、生徒の技能の向上につながりました。 

 【学校給食の推進】については、小学校が自校直営調理方式、中学校が自校委託調理方式

を採用し、安全でおいしい手作り給食を安定的に提供できました。学校給食の食材の調達に

当たっては、地域の食育応援農家✪と連携を図りながら、地産地消を推進し、安全で新鮮な

地場産野菜を積極的に使用しました。 

 【食育の推進】については、栄養教諭を中心とした学校栄養職員が、様々な面から献立の検

討を行い、児童生徒の発達に必要不可欠な栄養バランスの取れた学校給食を提供する中で、

旬の食材を使用しながら、一汁二菜などの日本の食文化について理解を深めました。 

 【学校保健の充実】については、各種健康診断を実施し、その結果に基づいた治療勧告等の

保健上必要な助言を行い、児童生徒が健康でたくましく学校生活を送れるよう支援しました。

また、新型コロナウイルス感染症について、学校や関係機関と連携し、感染予防及び感染拡

大の防止に努めました。 
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目標値
令和４年度 令和５年度

新体力テストにおける体力・運動能力が総合評価A～Eの
5段階中C以上の児童生徒の割合
　①小学校
　②中学校

①77.7％
②83.1％

①85％
②85％

△

学校給食における市内産農産物の使用量（累計） 20.9t 120ｔ
（累計）

－

市内小中学校におけるむし歯治療率

小学校
71.6％
中学校
66.0％

90％ △

成果指標 実績値 達成状況

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【「草加っ子の基礎・基本」の定着】については、運動することの大切さや必要性を理解させると

ともに、運動することが好きな児童生徒を増やすことが必要です。学校行事や授業を通して、運

動の特性に触れ、運動の楽しさを味わい、力いっぱい運動できるよう指導内容の充実を図る必

要があります。 

 【体力・運動能力の向上】については、授業や日常生活の中で、運動することの大切さを理解

させ、運動習慣を日常化していくことが必要です。そのためには、体力向上プランの改善や児童

生徒一人ひとりの体力プロフィールシートの活用を通して、進んで運動できるよう環境の整備を

図る必要があります。 

 【中学校部活動の推進】については、「草加市中学校部活動の方針」や各中学校で作成した

「部活動の方針」を基に活動内容の充実を図り、部活動を適切に実施する必要があります。

休日部活動の地域移行に向け、今後の取組について検討していく必要があります。 

 【学校給食の推進】については、これまで安定的に供給してきた、安全でおいしい手作り給食の

質を確保しながら、給食会計の透明化及び教職員の負担軽減を図るため、公会計化の導入

に向け、検討委員会を開催し、具体的な準備を進めていく必要があります。 

 【食育の推進】については、栄養教諭を中心に、食育指導の実践事例等をまとめ、各校におい

て均等な食育指導・実践を行うとともに、朝食の在り方や、好き嫌いを減らす食事の調理など、

各家庭への食育の推進が必要です。 

 【学校保健の充実】については、引き続き各種健康診断を通して、保健上必要な助言を行い、

児童生徒が健康でたくましく育つよう支援する必要があります。また、むし歯等の疾病における

早期治療を促進するため、各種感染症の感染拡大状況を考慮して、「フッ化物洗口✪」の導
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入や「歯磨き教室」等の普及を推進する必要があります。さらに、各種感染症について、学校や

関係機関と連携し、感染予防及び感染拡大の防止を図る必要があります。 

 

【関連ページ ５３、５４】 
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目標値
令和４年度 令和５年度

不登校児童生徒（年間30日以上）の割合
　①小学校
　②中学校

①1.19％
②6.70％

①0.35％
②2.73％

△

入学準備金・奨学資金貸付人数
（新規・継続）

33人 45人 △

入学準備金・奨学資金返済率
（現年度）

93.0% 95％ △

成果指標 実績値 達成状況

施策１－５ 多様なニーズに対応した教育と支援の充実 
 ⑴ 成果 

 【教育相談の充実】については、児童生徒や保護者一人ひとりに寄り添い、それぞれのニーズに

応じて、学校や関係諸機関と連携して、学校生活の諸問題に対する支援に取り組みました。 

 【特別支援教育の充実】については、一人ひとりの教育的ニーズに応じて、その能力を最大限に

伸ばすことができるように、校内支援体制を活用しました。 

 【特別支援教育の就学奨励費の補助】については、適切に事務執行することにより、特別支援

教育✪の円滑な推進を図ることができました。 

 【埼玉県立草加かがやき特別支援学校等との連携】については、特別支援学校が担うセンター

的機能✪を活用し、本市の特別支援教育✪の充実にいかしました。 

 【一人ひとりに応じた就学援助の充実】については、就学時健康診断や入学説明会等の機会

や教育委員会のホームページで制度の周知を行いました。認定に当たっては、所得制限を基準

にした認定を行い、透明性を確保しながら就学援助制度を運営しました。令和元年度入学者

から開始した、新入学児童生徒への入学準備金の事前支給を継続し、支給額についても見

直しを行いました。 

 【入学準備金・奨学資金貸付事業】については、市内外への貸付制度の周知や計画的な募

集を行うことで、経済的な理由により、学資の支出が困難な生徒・学生やその保護者に対して

広く支援することができました。また、返済に支障が生じた利用者に対して、公平性等を考慮し

つつ返済方法などについて丁寧に対応しました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第３章 第三次計画の検証 25 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【教育相談の充実】については、今後も児童生徒や保護者に寄り添い、ニーズに応じた適切な

相談を進め、状況により関係機関との連携を強化し、諸問題の支援を積極的に行っていく必

要があります。不登校については、個に応じた対応を進めていますが、増加傾向にあり、関係機

関も交えた対策強化を図ることが必要です。 

 【特別支援教育の充実】については、児童生徒一人ひとりの能力を最大限に伸ばすことができ

るように、個々の教育的ニーズに応じた適切な教育の推進と、校内支援体制の充実を図ってい

く必要があります。 

 【特別支援教育の就学奨励費の補助】については、マイナンバーの導入やＱ＆Ａ集の内容の

充実等、より適正な支給方法となるよう検討していくことが必要です。 

 【埼玉県立草加かがやき特別支援学校等との連携】については、特別支援学校が担うセンター

的機能✪における教育上の効果について十分に検証し、本市の特別支援教育✪の充実にい

かしていくことが必要です。 

 【一人ひとりに応じた就学援助の充実】については、経済状況や学習環境の変化に対応するた

め、国や県及び他市町の動向を確認しながら、支給項目に追加されていない費用について検

討していく必要があります。また、申請方法や支給方法についても検討していく必要があります。

これらを通して、子どもたちが経済的格差の影響を受けることなく、教育を受けられるようにする

必要があります。 

 【入学準備金・奨学資金貸付事業】については、人々の価値観が変わり、社会環境が変革す

る中、市における今後の貸付制度を調査・研究するには、利用者への聞き取り等からニーズを

把握する必要があります。また、制度の公平性、公正性を確保するため、⾧期滞納者に返還

を求める必要があります。 

 

【関連ページ ５５～５９】 
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目標値
令和４年度 令和５年度

全国学力・学習状況調査の質問紙調査における「国語の
授業の内容はよく分かりますか」「算数（数学）の授業
の内容はよく分かりますか」という質問に「当てはま
る」又は「どちらかといえば、当てはまる」と回答した
児童生徒の割合の平均
　①小学校　国語
　　　　　　算数
　②中学校　国語
　　　　　　数学

①小学校
国語84.6％
算数79.4％

　②中学校
国語82.0％
数学73.3％

①小学校
国語85％
算数85％

②中学校
国語75％
数学70％

△

在校等時間の超過勤務が「一月について45時間、一年に
ついて360時間」を超えた教職員の割合
　①小学校　一月45時間超
　②中学校　一月45時間超
　③小学校　一年360時間超
　④中学校　一年360時間超

①38.0％
②43.0％
③66.4％
④72.5％

　①0％
　②0％
　③0％
　④0％

△

インクルーシブ教育システムの構築に向けた研修会を受
講し、特別支援教育の重要性について理解し、指導にい
かしている教職員の割合
　①小学校
　②中学校

①小学校
68.8％

②中学校
63.4％

①100％
②100％

△

成果指標 実績値 達成状況

施策１－６ 「草加っ子」の学びを支える指導力の向上 
 ⑴ 成果 

 【指導訪問の充実】については、指導訪問等において「指導の基✪」を活用し「草加っ子の基

礎・基本✪」や「学びを支える授業の５か条」を全教職員に徹底することができました。 

 【教職員研修の充実】については、「学力向上対策研修会」を通して、各種学力調査分析等

から、各学校の課題を明確にして授業改善に取り組み、学校の教育力の向上、教職員の指

導力の向上を進めました。 

 【市委嘱研究の充実】については、「生きる力プラン」「読書活動推進プラン」の委嘱校が研究

発表及び実践発表を行いました。また、委嘱研究を進める過程で授業改善に取り組み、教職

員の指導力の向上につながりました。 

 【ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業・環境づくりの充実】については、研修会を開催

し、意義や具体的な実践事例等を各校に広めることができました。 

 【教育相談及び特別支援教育に係る研修の充実】については、研修内容や研修形態を工夫

し、教職員や相談員、スクールソーシャルワーカー✪等の質の向上に努めました。 

 【教職員の働き方改革】については、令和元年６月に策定した「草加市働き方改革基本方針」

を、令和２年度及び令和４年度に改定し、新たな方策を示すことで、各校における教職員の

働き方改革に係る実践を支援することができました。 

 

 ⑵ 成果指標 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【指導訪問の充実】については、指導訪問等を通して、指導技術の継承はもとよりＩＣＴ活用

指導力等、時代の変化に対応して求められる資質能力を身に付けるために、さらに教員の専

門性を高め、授業改善・授業力の向上を図る必要があります。 

 【教職員研修の充実】については、新採用教員が増加する中、中堅教員の育成とベテラン教

員の指導技術の伝承が課題となります。教職員の自己啓発、相互啓発を醸成させ、互いに

高め合える環境を整えていく必要があります。 

 【市委嘱研究の充実】については、Ｗｅｂ会議システムの活用等、ＩＣＴを適切に活用してい

きながら、教職員の資質・能力✪や教職員の協働性を高め、学校の教育力を向上させること

が必要不可欠です。教員がお互いに授業参観し合うことで新たな気付きを得て、授業力向上

につなげ、日々の授業改善にいかしていく必要があります。 

 【ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業・環境づくりの充実】については、全ての児童生

徒にとって分かりやすい授業となるよう、学習環境の整備、授業改善について、学校訪問等を

通して見届け、指導する必要があります。 

 【教育相談及び特別支援教育に係る研修の充実】については、正しい知識理解や、児童生徒

一人ひとりに寄り添った支援を行うための質の高い研修の実施が必要です。 

 【教職員の働き方改革】については、令和４年度に改定した「草加市立小中学校働き方改革

基本方針」をもとに、引き続き、教育の質の維持向上を図るため教職員の適正な勤務体制づ

くりを進める必要があります。 

 

【関連ページ ６０】 
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施策２－１ 地域とともにある学校づくりの推進 
 ⑴ 成果 

 【学校運営協議会の充実】については、令和２年度から全校に設置し、委員と学校が情報を

共有し、協議を深める中で、地域とともにある学校づくりを支援することができました。 

 【学校応援団の充実】については、研修会等を通して、学校応援コーディネーター及び各校へ、

地域と学校の連携に関する具体的な実践例を周知することで、一層の連携を図りながら活動

することができました。 

 【児童生徒の安全管理の充実】については、埼玉県教育委員会に委嘱されたスクールガード・リ

ーダー✪を全校に配置しました。また、関係団体と連携しながら、こどもひなんじょ✪の設置箇所

拡大を進めました。これらの取組を通して、安全安心な環境づくりを行うことができました。 

 「学校安全総合支援事業」においてハザードマップを活用した研究授業を行い、防災教育に

ついての協議を行うことを通して、教職員の防災意識を高めることができました。また、避難所運

営市民防災訓練の代替として、関係課と連携しながら授業を実施することで、災害時の対応

について、児童生徒の意識を高めることができました。 

 【部活動指導員・部活動外部指導者の派遣】については、専門的知識・技能を有する部活動

指導員と部活動外部指導者が、各校において部活動の指導を行うことで、生徒の技能の向

上につながりました。 

 【ふるさと草加学習の推進】については、改定した「学ぼう！ふるさと草加」を参考にして、各中

学校区が総合的な学習の時間等の指導計画を見直すなど、ふるさと草加学習✪の効果的な

実施について理解・促進を図ることができました。 

 【土曜日等の教育活動の充実】については、土曜日等の教育活動検討委員会において、令

和４年度以降の草加サタデースクールの実施方法の検討を深めることができました。また、これま

での活動の成果や課題を踏まえ、今後の取組や児童生徒に関わる外部団体についての情報

をまとめることができました。 

 【学校経営の充実】については、校⾧会議、教頭会議及び各種学校訪問を通して学校経営

の支援や指導を適切に行うことができました。また、感染症対策について学校の対応を支援し、

必要に応じて学級閉鎖等を行うなど、感染拡大を防止するとともに、できる限り学びを止めずに

教育活動を行うことができました。 

 【小中学校通学区域審議会の開催】については、中学校選択制の在り方について検討しまし

基本目標２ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進 
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目標値
令和４年度 令和５年度

学校評価におけるA評価の割合 50.00% 55％ △

学校応援団の人数 6,380人 6,500人 △

成果指標 実績値 達成状況

た。中学校選択制ついては、令和３年度末で廃止し、令和４年度入学生から新たな制度を

開始し、適切に運用しています。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【学校運営協議会の充実】については、研修会を充実させるなどの方策により、委員と学校関

係者が共通認識をもって協議会を運営し、地域とともにある学校づくりに向け、さらなる支援が

必要です。 

 【学校応援団の充実】については、学校運営協議会✪との連携を一層深め、両輪となって地

域とともにある学校づくりを実現するため、研修会の充実や好事例の周知などに取り組む必要

があります。 

 【児童生徒の安全管理の充実】については、スクールガード・リーダー✪の資質向上のための研修

会を充実させ、こどもひなんじょ✪の取組について家庭・地域により広く周知し、設置箇所のさら

なる拡大につなげていくことで、安全管理の一層の充実を図る必要があります。また、新型コロナ

ウイルス感染拡大時の避難所運営市民防災訓練の実施状況を踏まえ、感染症発生時を想

定した訓練実施の在り方などについて、関係課と連携し、検討する必要があります。 

 【部活動指導員・部活動外部指導者の派遣】については、休日部活動の地域移行に向けた

情報収集と今後の取組について検討する必要があります。 

 【ふるさと草加学習の推進】については、子どもたちが草加市のよさを知り、一層誇りと愛着をも

てるようなふるさと草加学習✪を実践するため、各校における取組状況を把握し、地域との連

携が図れた実践や探究的な学習の実践等について優れた取組を市内で共有していく必要があ

ります。 

 【土曜日等の教育活動の充実】については、地域人材を積極的に活用した授業の実施を始め、

家庭・地域と一体となった教育活動を推進する必要があります。 

 【学校経営の充実】については、学校訪問で明らかになった課題に対する改善策が有効に機能
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していることを見取りながら、継続的に学校経営を支援する必要があります。 

 【小中学校通学区域審議会の開催】については、計画的に審議会を開催し、草加市立小中

学校の望ましい通学区域の在り方について、検討を継続する必要があります。 
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目標値
令和４年度 令和５年度

「親の学習」講座受講者アンケートで、「今日の講座の
中で学んだことを、今後の子育てや子どもとの接し方に
積極的にいかす」「いかすよう努力する」と回答した保
護者の割合

97.84% 100％ △

「親の学習」講座受講者アンケートで、「講座に参加し
て、将来大人になることに希望がもてた」と回答した中
学生の割合

95.32% 95％ 〇

成果指標 実績値 達成状況

施策２－２ 家庭教育への支援 
 ⑴ 成果 

 【「親の学習」講座及び子育て講演会の開催】については、開催内容や開催方法を工夫するこ

とで、より多くの方に参加してもらうとともに、参加者から高い評価も得られるなど、家庭教育を

支援することができました。 

 【子育てリーフレット及び家庭・学校連携シートの配布】については、保護者にとって分かりやすく

参考になるよう、内容を見直しながら作成・配布することで、多くの保護者に活用してもらい、家

庭教育を支援することができました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【「親の学習」講座及び子育て講演会の開催】については、効果的な「親の学習」講座✪を実

施するため、引き続き、埼玉県家庭教育アドバイザー✪の養成及び指導力向上を図る必要が

あります。また、より多くの家庭へ適切な支援を行うため、最新の社会情勢や家庭のニーズに寄

り添ったテーマやアフターコロナに対応できる開催方法を工夫して子育て講演会を開催することが

必要です。 

 【子育てリーフレット及び家庭・学校連携シートの配布】については、自己肯定感✪・自己有用

感✪に加え、他者理解✪を意識しながら子育てをしていくための情報を家庭に提供できるようリ

ーフレットの内容を見直すことが必要です。また、家庭・学校連携シート✪については、関係機関

と連携を図りながら、効果的な活用について保護者へ周知することや、保護者や小学校のニー

ズを踏まえて内容を見直していくことが必要です。 
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目標値
令和４年度 令和５年度

屋内運動場へのエアコン導入率 100.0% 100.0% 〇

成果指標 実績値 達成状況

 

 

 

施策３－１ 安全安心な学校教育施設の整備・充実 
 ⑴ 成果 

 【学校施設の維持管理】については、施設の老朽化による不具合等について、計画的な修繕

や工事、業務委託による施設・設備機器等の管理を行うことで安全安心な教育環境の整

備・充実を図りました。主な工事としては、建物外部の老朽化対策のため、花栗中学校Ａ棟

の外壁・屋上改修工事を実施しました。 

 【屋内運動場へのエアコン導入】については、令和２年度から令和４年度までに市内の全小中

学校３２校への設置が完了し、教育環境の充実と避難所としての防災機能の向上を図りま

した。 

 【校舎等の大規模改修等】については、児童生徒の衛生環境改善のため、校舎におけるトイレ

改修工事を令和４年度に完了しました。 

 【自然の家の管理・運営】については、施設の不具合等に関する修繕や改修工事を行い適正

な維持管理に努めるとともに、管理・運営体制を令和４年度から委託に変更し、適切な運営

に努めました。 

 【共通管理備品の整備】については、老朽化した大型備品や高額な備品の更新も含め、学校

運営に必要な備品の整備を計画的に行うことで、教育環境の充実を図ることができました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

  

基本目標３ 教育環境の整備・充実 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【学校施設の維持管理】については、市内小中学校は築４０年を超える建物が多く、老朽化

や設備等の劣化による修繕料の増加等が課題となっています。また、公共施設等総合管理計

画の改定に基づいて、小中学校の改築も視野に入れた⾧寿命化計画の見直しについても検

討する必要があります。 

 【校舎等の大規模改修等】については、劣化状況を確認しながら建物外部の改修や、大規模

改修工事を順次実施していく必要があります。 

 【自然の家の管理・運営】については、建設から約５０年が経過していることから施設の老朽化

が進み、様々な改修や修繕を実施する必要があります。今後については、現有施設の改修な

どの維持管理を行いながら、適正な運営に取り組むとともに、施設の在り方についての検討を

進めていく必要があります。 

 【共通管理備品の整備】については、突発的に不具合が生じ、教育環境に支障を来す備品の

整備について、迅速に対応する必要があります。 

 

【関連ページ ６１】 
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目標値
令和４年度 令和５年度

授業中にICTを活用し、児童生徒にICTを活用させること
ができる教員の割合
　①小学校
　②中学校

①73.1％
②69.9％

①90％
　（80％）

②90％
　（80％）

△

成果指標 実績値 達成状況

施策３－２ 学習環境の整備・充実 
 ⑴ 成果 

 【ＩＣＴの整備と活用】については、教職員一人ひとりのＩＣＴ活用能力が高まり、授業にお

けるＩＣＴ機器の活用が進みました。やむを得ず登校できない児童生徒に対するオンライン学

習の実施が進みました。 

 【教材教具の整備】については、限られた予算の範囲内で計画的に執行し、学校教育に必要

となる教材教具の整備の充実を図ることができました。 

 【特色ある学校経営を推進するための予算の充実】については、学校が主体性をもって、その権

限と責任において予算を編成し、柔軟に執行できる環境を整備するとともに、ＰＴＡ協力費な

どの私費に依存しない学校経営の推進を支援できました。また、より適正に事務執行できるよう、

学校と協議を重ねてきました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

※（）は第三次計画策定時における当初目標値 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【ＩＣＴの整備と活用】については、授業で効果的にＩＣＴを活用できるよう、研修の充実や

取組事例の共有を図るとともに、情報モラル教育、プログラミング教育✪の充実を図る必要が

あります。また、研究授業や効果的な活用方法についての情報提供など、小中学校情報教育

推進委員会の取組をより充実させる必要があります。 

 【教材教具の整備】については、学校配当予算では整備しにくいものを調査・検討し、教育環

境の充実を図る必要があります。 

 【特色ある学校経営を推進するための予算の充実】については、学校に意見を聴取しながら、

必要となる学校予算を確保するとともに、適正かつ効率的に予算執行できるよう、引き続き学

校事務職員等に研修等を行っていく必要があります。 
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目標値
令和４年度 令和５年度

生涯学習活動を通じて身に付けた知識・技能や経験等
を、地域活動やボランティア活動にいかしている人の割
合

35.5%
43％

（33％）
〇

成果指標 実績値 達成状況

 

 

 

施策４－１ 生涯を通した多様な学習機会の充実 
 ⑴ 成果 

 【学びのきっかけづくり】については、生涯学習情報提供サイト✪「マイ・ステージ」について、サイト

の普及と活用、内容の充実を図ることにより、市民が主体的に生涯学習を行える環境づくりを

推進しました。また、指導者バンク制度に登録している指導者による生涯学習体験講座を実

施し、新しい講師の発掘と学びの機会の提供を進めました。 

 【学びの充実とネットワークづくり】については、獨協大学をはじめとする近隣大学や民間企業が

持つ教育資源を活用して子ども大学そうか✪を開催し、子どもたちの知的好奇心を刺激する

講座の提供を進めました。また、一般の方向けにはそうか市民大学✪を開催し、「自分をつくる」

「人と出会う」「まちをつくる」ための学びの機会の提供を進めました。 

 【学びの成果をいかす人づくり】については、子どもたちとの世代間交流などの貴重な場である平

成塾✪の支援を継続しました。また、二十歳のつどいについて、令和３年度から会場開催と併

せて動画配信を行うことにより、多様化する参加の在り方への対応を進めました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

※（）は第三次計画策定時における当初目標値 

  

基本目標４ 学びの成果が発揮される生涯学習の推進 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【学びのきっかけづくり】については、生涯学習分野においても、今後ＩＣＴの進展・普及により、

ますますインターネットを活用した地域情報化が進んでいくと予想されるため、現在の生涯学習

情報提供サイト✪「マイ・ステージ」を一層充実させ、様々な世代の市民に対する学習意欲に応

えていく必要があります。 

 【学びの充実とネットワークづくり】については、学びをより充実させるため、講座の多様化などを

進める必要があります。また、近隣大学などが持つ教育資源を活用して、大学公開講座やそう

か市民大学✪、子ども大学そうか✪などの学びの機会を提供するとともに、魅力的な講座を実

施することができる講師を確保する必要があります。 

 【学びの成果をいかす人づくり】については、学びを通して得た知識や技術を発表する場を提供

し、学びの成果の活用を進める必要があります。平成塾✪については利用者の高齢化や所属

サークル数の減少などに対応するため、利用者の拡大を図る必要があります。また、二十歳のつ

どいについて運営方法を検討するとともに、若い世代が地域に関心を持つ機会となるようにする

必要があります。 

 

【関連ページ ６２～６４】 
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目標値
令和４年度 令和５年度

公民館・文化センター利用者数 420,511人 600,000人 △

成果指標 実績値 達成状況

施策４－２ 公民館・文化センターの整備と生涯学習環境の充実 
 ⑴ 成果 

 【地域における生涯学習施設の整備】については、各公民館・文化センターにおいて施設を安

全で快適に利用していただくため、必要な修繕等を行いました。 

 【身近で地域性をいかした学習機会の提供】については、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により事業を中止せざるを得ない中、状況を見極めながら感染症対策を講じて実現可能な

事業を実施しました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【地域における生涯学習施設の整備】については、各公民館・文化センターにおいて施設を安

全で快適に利用していただくため、必要な修繕等を確実に行うとともに、耐震補強が未実施で

ある中央公民館及び川柳文化センターについては、耐震補強及び大規模改修の調整を図る

必要があります。 

 【身近で地域性をいかした学習機会の提供】については、利用者団体などと協議しながら、高

年者向け事業や子育て支援事業などの各種事業において、利用者の増加が見込める事業を

展開する必要があります。 
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目標値
令和４年度 令和５年度

歴史民俗資料館来館者数 11,997人 15,800人 △

年間講座等（講演、講習、体験教室）開設数 105回
100回

（95回）
〇

成果指標 実績値 達成状況

施策４－３ 文化遺産の発掘・保存・活用の計画的、継続的な取組の推進 
 ⑴ 成果 

 【文化財保護意識の高揚】については、国指定名勝「おくのほそ道の風景地 草加松原」✪

や国登録有形文化財草加市立歴史民俗資料館を始めとする文化財を通して、歴史的・文

化的遺産の保存・継承を行い、広く市民の関心を高め、理解を得るための取組を進めました。 

 【文化財保護体制の確立】については、生涯学習課及び歴史民俗資料館の組織体制を充

実させ、歴史的資料などの整理や埋蔵文化財包蔵地における文化財の保護を進めました。 

 【文化財保護施設の整備】については、歴史民俗資料館では、収蔵物整理の中で台帳未登

録品の基本カード作成、データベース登録を進めました。また、第一展示室、廊下展示を中心に

展示方法、説明パネルの改善に取り組みました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

※（）は第三次計画策定時における当初目標値 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【文化財保護意識の高揚】については、草加市文化財保護指針に基づき、小中学校における

社会科授業及び社会科見学への対応や、歴史民俗資料館主催の展示及び講座などを企

画する必要があります。また、『草加市の文化財』などの刊行物や広報などによる文化財価値

の周知を図る必要があります。さらに、国指定名勝「おくのほそ道の風景地 草加松原」✪につ

いては保存活用計画に基づいた計画的な整備及び活用を進める必要があります。 

 【文化財保護体制の確立】については、市史編さん事業や歴史的公文書などを管理するため

の公文書館の整備に向けた収集資料の整理が必要です。また、市史編さん事業などで収集し

た未整理の資料などについて、整理に関わる体制整備を検討する必要があります。 

 【文化財保護施設の整備】については、本市唯一の文化財保護施設である歴史民俗資料館

を市の文化財保護の拠点施設として充実させるため、計画的な整備に向けて取り組む必要が

あります。また、文化財である収蔵物を一括して管理することができる収蔵施設の確保に向けて

取り組む必要があります。  
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目標値
令和４年度 令和５年度

市民一人当たりの年間貸出資料数 3.93点 5点 △

成果指標 実績値 達成状況

施策４－４ 読書活動を支える図書館サービスの充実 
 ⑴ 成果 

 【図書・その他の資料の充実及び効果的・効率的な提供】については、児童書に重点を置いた

魅力ある蔵書の整備を行うとともに、公民館図書室等との図書館ネットワークや他の公立図

書館との相互貸借、及び草加市電子図書館により、コロナ禍においても途切れることなく市民

の読書活動を支援しました。 

 【郷土資料等の充実】については、おくのほそ道やドナルド・キーン等草加にゆかりのある資料や

人権及び平和に関する資料の収集に努め、ギャラリー展示等で市民への周知を行いました。 

 【レファレンスの充実】については、令和２年度にＷｉʷＦｉが利用できる持込み端末利用席

やオンラインデータベース端末席を設置するとともに、国立国会図書館レファレンス協同データベー

スで相談事例を公開することにより、利用者の課題解決を支援しました。 

 【誰もが使いやすい図書館サービスの充実】については、視覚障がい者等に点字資料、大活字

本、ＬＬブック、バリアフリー機能付きの電子書籍等を提供するとともに、対面朗読や録音図

書の作成・提供を行いました。また、対面朗読協力者養成講習会を実施し、協力者の技術

向上や新規協力者の登録促進を図りました。 

 【子ども読書活動の推進】については、市民ボランティアや関係諸機関と連携し、読み聞かせや

読み聞かせ講習会、ビブリオバトル等の多くの取組を実施しました。令和３年度に実施した子

どもと保護者に対するアンケート調査の結果として、「読んでよかったと思える本がある」と回答し

た子どもが平成２９年度より、２０ポイント増加しました。また、中央図書館が令和４年度子

供の読書活動優秀実践図書館に対する文部科学大臣表彰を受けました。 

 【快適な利用環境の整備・維持】については、中央図書館の空調設備の改修や照明器具の

ＬＥＤ化工事などを実施し、施設・設備の充実を図るとともに、書籍除菌機を導入し、安全

安心な図書館サービスを提供しました。また、デジタルサイネージ（広告付電子案内板）を導

入し、イベント等の情報を効果的に案内することができました。 

 

 ⑵ 成果指標 
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 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【図書・その他の資料の充実及び効果的・効率的な提供】については、デジタル化の進展を背

景に、市民が必要とする魅力ある蔵書や情報の整備を行うとともに、図書館システムに便利な

機能を取入れ、更に効果的・効率的にサービスを提供する必要があります。 

 【郷土資料等の充実】については、郷土の歴史・文化の発展のために、今後もおくのほそ道やド

ナルド・キーン等草加にゆかりのある資料の収集に努め、郷土資料等の利用促進を図る必要が

あります。 

 【レファレンスの充実】については、身近なテーマに沿った課題解決支援サービスと、調べ物の相談

窓口であるレファレンスサービス✪を連動させるなど、市民に役立つサービスを提供する必要があり

ます。また、著作権法の一部改正に伴い、メールによる資料提供等デジタル化社会に対応して

いく必要があります。 

 【誰もが使いやすい図書館サービスの充実】については、図書館の利用を困難にしている理由を

明らかにしてその解消を図って行く必要があります。文字・活字による読書に困難を抱えている

市民に対しては、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」に基づき、アクセシ

ブルな書籍及び電子書籍を提供し利用を促進する必要があります。また、日本以外の文化

的・言語的背景を持つ人が利用しやすい資料と環境を整備することが必要です。更に、少子

高齢化社会における人づくり・つながりづくり・地域づくりのために、中⾧期的には図書館機能と

地域に必要な行政機能を複合施設において融合させ、多様な世代の市民の新たな学習や交

流の場を確保する必要があります。 

 【子ども読書活動の推進】については、読書の有用性を市民に周知し、市民ボランティアや関係

諸機関と連携して子どもたちに発達段階や状況に応じた読書支援を行うことにより、読書習慣

を身に付けられるようにすることが必要です。より効果的に推進していくために、各事業を充実さ

せていく必要があります。 

 【快適な利用環境の整備・維持】については、誰もが使いやすい図書館を目指し、施設・設備

の適切な維持管理・改善を図って行く必要があります。 

 

【関連ページ ６５】 
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目標値
令和４年度 令和５年度

草加市学力・学習状況調査の質問紙調査における「人の
気持ちが分かる人間になりたいと思いますか」という質
問に「当てはまる」又は「どちらかといえば、当てはま
る」と回答した児童生徒の割合
　①小学校
　②中学校

①94.9％
②95.5％

①97％
②97％

△

成果指標 実績値 達成状況

 

 

 

施策５－１ 学校人権教育の推進 
 ⑴ 成果 

 【学校人権教育の推進】については、各種研修会を開催し、教職員の人権意識の高揚を図る

とともに、児童生徒の人権意識を高めるための指導について研修することができました。「特別の

教科 道徳」の授業を始め、全教育活動を通じて道徳的実践力の育成に取り組み、人権意

識を高めることができました。 

 【児童虐待から子どもを守る取組の推進】については、児童虐待から子どもを守るための組織づ

くりに努めました。スクールソーシャルワーカー✪が全中学校区に配置され、関係機関と連携し、

適切な対応をすることができました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【学校人権教育の推進】については、人権教育研修会を引き続き開催し、教職員の人権意

識の高揚を図るとともに、児童生徒への人権教育の充実を図る必要があります。教育活動全

体を通し、「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」ができるようになり、人権への配

慮が様々な場面や状況下で具体的な態度や行動に現れるようにすることが重要です。人権・

同和問題については、担当学年や教科担当だけでなく、全ての教員が正しい認識をもって指導

に当たれるよう、研修を充実させる必要があります。 

 【児童虐待から子どもを守る取組の推進】については、今後も関係機関との連携を強化し、スク

ールソーシャルワーカー✪を有効的に活用し、適切な対応をとれるよう、進めていく必要があります。 

 

【関連ページ ６６、６７】 

基本目標５ 人権教育の推進 
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目標値
令和４年度 令和５年度

社会教育における人権教育事業参加者数 1,297人 3,400人 △

成果指標 実績値 達成状況

施策５－２ 社会人権教育の推進 
 ⑴ 成果 

 【社会人権教育の推進】については、吉町集会所を円滑に運営するに当たり、運営委員会及

び利用者会議を開催するとともに、地域の方々が人権問題について学ぶことができるよう、利用

者会議において人権ＤＶＤ視聴会を行うなど、人権教育の機会につなげることができました。ま

た、公民館・文化センターの人権講座において、様々なジャンルの人権問題を取り上げ、市民

の人権問題に対しての理解と周知につなげることができました。北足立郡市町同和対策推進

協議会を通じて、行政間で調整を図りながら、人権団体との各種交渉などについて適正に進

めることができました。 

 

 ⑵ 成果指標 

 

 

 

 

 

 ⑶ 課題（今後求められること） 

 【社会人権教育の推進】については、新型コロナウイルス感染症の影響により事業の中止や縮

小などを余儀なくされたことから、目標値とのかい離が生じているところです。今後は、これまでの

取組の回復などに注力するとともに、多様化している人権問題について、講座や研修などで継

続的に課題として取り上げ、引き続き、理解促進を図る必要があります。 
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◆草加市小中学校教員の年齢構成 

 

 

 

 令和４年３月３１日現在の小中学校教員の年齢構成をグラフにしたものです。 

 小学校では女性が、中学校では男性が多くなっています。 

 年代別では、小学校中学校ともに２０歳代、３０歳代、５０歳代が多く、４０歳代が少なくなって

います。 

  

２ 市の教育の現状 
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◆草加市小中学校児童生徒数 

 

 

 
 

 小中学校の児童生徒数は、令和４年現在で減少傾向にあり、この傾向は今後も続く見込みです。 

 一方で、小中学校の外国籍の児童生徒数は、増加傾向にあります。 
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◆「自己肯定感」「自己有用感」が高い児童生徒の割合 

自己肯定感 

 

自己有用感 

 

 小学校３年生から中学校３年生までを対象に実施している「子ども教育の連携に関する児童生徒ア

ンケート」に基づき、自己肯定感✪に関する設問と自己有用感✪に関する設問のそれぞれの回答割合を

集計しました。 

 どちらも年々肯定的な回答の割合が高まってきており、草加の子どもたちの自己肯定感✪・自己有用

感✪が育まれてきていることが分かります。  
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◆草加市における幼保小中の交流・連携の実施状況 

 

 園⾧・校⾧を対象に実施している「子ども教育の連携に関する取組状況調査」等に基づき、前年度に

小学校と交流・連携を行った幼稚園・保育園等の割合と、前年度に中学校と交流・連携を行った小学

校の割合を集計しました。 

 小学校と交流・連携を行った幼稚園・保育園等の割合は、年々高まっていましたが、新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響により、令和２年度以降は、以前のように交流・連携を行えなくなり、令和３年度

の回答では割合が大きく下がりました。 

 しかし、対面による交流・連携が難しくとも、作品を通じた交流やビデオ・ＩＣＴを活用した交流など、

工夫しながら交流・連携を進めるようになってきており、少しずつ小学校と交流・連携を行った幼稚園・保

育園等の割合も回復してきています。 
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◆平均正答率の全国平均との差（全国学力・学習状況調査） 

 

 
 

 令和４年度全国学力・学習状況調査✪の結果について、小学校では、国語は全国の平均正答率を

上回りましたが、算数はやや下回りました。中学校では、国語、数学ともには全国の平均正答率を下回り

ました。 

 なお、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休業等のため、調査の実施はありませ

んでした。 
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◆平均正答率の埼玉県平均との差（埼玉県学力・学習状況調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度埼玉県学力・学習状況調査✪結果について、小学校では、国語・算数とも、県の平均

正答率を下回る学年がありますが、令和３年度と比較し、差が向上している学年があります。 

 中学校では、国語は平均正答率が大きく向上し、どの学年も県を上回っています。英語は昨年度との

差が小さく、安定しており、どの学年も県を上回っています。  
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◆埼玉県学力・学習状況調査（同一集団の成績推移）の児童生徒質問紙調査の回答

における勉強に対する意識の変化 

 

①勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみる 

 

②新しいことを勉強するとき、今まで勉強したことと関係があるかどうか考えながら勉強する 
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③勉強で大切なところは、繰り返して書くなどして覚える 

 

 「①勉強でわからないところがあったら、勉強のやり方をいろいろ変えてみる」は小中学校とも下降傾向、

「②新しいことを勉強するとき、今まで勉強したことと関係があるかどうか考えながら勉強する」は小中とも

県を上回り、「③勉強で大切なところは、繰り返して書くなどして覚える」は小中とも上昇傾向にあります。 
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◆草加市学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査の回答における、児童生徒の規

律に対する意識の変化 

 

①授業の始まる時刻を守ることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②進んで掃除をすることができる 
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③進んであいさつをすることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３項目とも小学校は上昇傾向、中学校は下降傾向にあります。  
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◆草加市と埼玉県の新体力テストにおける総合評価（Ａ+Ｂ+Ｃの児童生徒の割合） 

 

①小学校（全体） 

 

 

 

 

 

 

②小学校（男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 小中学校とも、おおむね県平均並みか、上回っています。 

 なお、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休業等のため、調査の実施はありませ

んでした。  

78.4 

77.4 

79.6 

77.7 

75.0

76.0

77.0

78.0

79.0

80.0

81.0

82.0

83.0

84.0

85.0

R2 R3 R4

（％）

埼玉県

草加市

72.6 70.9 

78.2 74.6 

82.4 80.6 

84.8 
81.0 

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

R2 R3 R4

（％）

埼玉県（男子） 草加市（男子）

埼玉県（女子） 草加市（女子）



54 第３章 第三次計画の検証 

①中学校（全体） 

 

 

 

 

 

 

②中学校（男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 小中学校とも、おおむね県平均並みか、上回っています。 

 なお、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休業等のため、調査の実施はありませ

んでした。 
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◆草加市における特別支援学級設置状況の推移 

 

 

 特別支援学級は平成２７年度より全校設置となっています。 

 令和元年から自閉症・情緒障害特別支援学級のクラス数が増えています。これは、法整備や就学相

談の充実、発達障害を含む自閉症・情緒障害についての正しい理解の広がり等が要因として考えられま

す。 
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◆草加市における特別支援学級在籍児童生徒数等の推移 

 
 特別支援学級に在籍する児童生徒数は年々増加しています。就学相談件数も同様に増加傾向に

あることから、丁寧かつ慎重に相談を進めることで保護者の特別支援教育✪への理解が一層深まり、個

のニーズに応じた教育形態の選択へと結びついているものと考えます。 
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◆相談状況（教育支援室） 

 

 相談件数は増加傾向にあり、なかでも発達に関する相談が最も多い傾向にあります。また、減少傾向

であった不登校相談も令和元年度を境に増加傾向にあります。これは、新型コロナウイルス感染症の影

響が少なからずあるものと推察します。 
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◆さわやか相談室の相談状況 

 

 令和２年度から令和４年度にかけて、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休業や分散登校期間

があったことが相談件数の減少につながったと考えられます。令和４年度は個人内の悩みが増加しました

が、これは活動制限が緩和されたことにより、相談しやすい環境に戻ったためのものと推察します。 
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◆草加市と埼玉県の不登校児童生徒の割合 

 

 

 

 小中学校とも増加傾向が見られます。特に令和２年度から令和３年度にかけて、伸び率が高くなって

います。また中学校では、毎年埼玉県の割合を上回っている状況が続いており、その差も広がってきていま

す。 
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◆教職員における特別支援教育に関する研修受講者の割合 

 

 令和元年度からの受講者数の割合が減少していますが、これはアンケート様式が変更されたことが大き

な要因と考えられます。 

  主な変更点 ⑴平成１５年度以降の研修参加 

         →平成１９年度以降の研修参加へ変更 

        ⑵対象となる研修例示あり（外部指導者が講師の校内研修も可） 

         →対象となる研修例示なしへ変更 

 また、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、校内研修等の研修会の実施が減少したことも影響があった

と推察します。 
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◆草加市小中学校校舎等経過年数 

 

 草加市内の小中学校校舎等の新築からの経過年数を示したものです。 

 築後４０年を経過している校舎等が８５％を超えているだけでなく、築後５０年を経過している校舎

等が約３５％あり、老朽化が進行しているため、今後、改築や大規模改修などを順次実施していく必要

があります。 
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◆生涯学習情報提供サイト「マイ・ステージ」月平均アクセス数 

 

 市内の生涯学習情報を集約化した生涯学習情報提供サイト✪「マイ・ステージ」の月平均アクセス数

の推移を表したものです。令和元年度までは一月当たり約５，０００件のアクセスがありましたが、新型

コロナウイルス感染症の影響により、外出が困難になったことや開催講座数が減少したこと等から、令和２

年度はアクセス数が減少しました。しかし、講座数の増加等により、アクセス数は回復し、増加傾向にあり

ます。 
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◆そうか市民大学参加者数 

 

 そうか市民大学✪受講者数の推移を表したものです。令和元年度までは約１，１００人の受講が

ありましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、従来よりも規模を縮小して行っていたこと等から、

令和２年度は受講者数が大幅に減少しました。令和３年度からも、定員を抑えるなど感染症対策に基

づく制限の中で開催しているため、令和元年度以前の水準に戻ってはいませんが、緩やかな回復傾向に

あります。 
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◆平成塾利用者数 

 

 市内で活動中の１３平成塾✪の利用者数の推移を表したものです。令和元年度までは約５０，０

００人を超える利用がありましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、施設の利用制限があったこ

とや活動を自粛したサークルが多かったこと等から、令和２年度は利用者数が大幅に減少しました。新型

コロナウイルス感染症の余波が残っているものと考えられますが、利用制限が緩和されたことや活動を再開

するサークルの増加等により、利用者数は緩やかな回復傾向にあります。 
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◆利用者数及び貸出数 

 

 中央図書館の利用者数と、公民館なども含めた貸出数の推移を表したものです。平成３０年度まで

は、５０万人以上の館内利用がありましたが、令和元年度と令和２年度は、空調設備等改修工事の

実施に伴う臨時休館の期間があったことなどから、利用者数とともに貸出数も大幅に減少しました。令和

３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、平成３０年度の実績と比較すると、利用者数は３

割程度、貸出数は１割程度減少していますが、今後、少しずつ回復傾向になることを見込んでいます。 
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◆全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査における人権に関する意識の変化 

 

①いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う 

小学校６年生 

 

中学校３年生 

 

 「①いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」は、県の平均値を下回りました。 

 なお、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休業等のため、調査の実施はありませ

んでした。  

96.6 
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◆埼玉県学力・学習状況調査（同一集団の実績推移）の児童生徒質問紙調査におけ

る人権に関する意識の変化 

②相手の気持ちやその場の状況を考え、やさしい言葉遣いができている 

小学校６年生 

 

中学校３年生 

 
 

 「②相手の気持ちやその場の状況を考え、やさしい言葉遣いができている」は、小学校においては数値は

下がったものの、県平均を上回りました。中学校においては引き続き上昇傾向にあります。 

  

84.6 

83.5

84.5 

83.7
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84.0
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 令和４年度に行われた草加市民アンケートの結果から、子ども教育では、「豊かな心の育成」「いじめ

問題への取組」「体力・運動能力の向上」、生涯学習では「学びやすい学習環境の整備」「学習情報の

提供」「子育て支援のための学習の充実」、人権教育では「人権啓発の推進」に力を入れていくべきという

ことが読み取れます。また、平成３０年度の草加市民アンケートの結果と比較すると、市民が「特に力を

入れていくべきこと」として考えていることは、大きく変わっていないということが分かります。 

 

特に力を入れていくべきこと 関連施策 
第５章ページ 

参照 

子
ど
も
教
育 

・自己肯定感・自己有用感の育成 

・学力の向上 

・体力・運動能力の向上＊ 

・豊かな心の育成＊ 

・学習意欲の向上 

・食育の推進 

・「草加っ子の基礎・基本」の定着 

・児童生徒の不登校解消 

・児童生徒の問題行動に対する指導 

・いじめ問題への取組＊ 

・体験活動（自然教室、職場体験活動等） 

・きめ細かな特別支援教育 

・経済的に困難な方へ就学支援 

・教育の指導力向上及び若手・中堅教員の育成 

・教員が子どもと関わり合える時間の確保 

・幼稚園・保育園・認定子ども園・小中学校の連携の推進 

・小中学校の校舎等の改修 

・ＩＣＴ環境の整備と活用 

・児童生徒の通学路、登下校中の安全対策 

・地域の人材活用 

・家庭の教育力の向上 

・地域と学校の連携 

１ʷ１ 

１ʷ２ 

１ʷ４ 

１ʷ３ 

１ʷ２ 

１ʷ４ 

１ʷ４ 

１ʷ５ 

１ʷ３ 

１ʷ３ 

１ʷ３ 

１ʷ５ 

１ʷ５ 

１ʷ６ 

１ʷ６ 

１ʷ１ 

３ʷ１ 

３ʷ２ 

２ʷ１ 

２ʷ１ 

２ʷ２ 

２ʷ１ 

 

３ 草加市民アンケートの結果 
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生
涯
学
習 

・学びやすい学習環境の整備＊ 

・学習情報の提供＊ 

・子育ての支援のため学習の充実＊ 

・公民館・文化センターの建替・耐震化 

・各種講座・教室等学習機会の充実 

・サークル・団体等の活動支援 

・郷土学習の充実 

・文化財保護施設の整備 

・文化財の活用 

・図書館の蔵書の充実 

・図書館分館の設置 

・電子書籍の普及 

４ʷ２ 

４ʷ１ 

４ʷ１ 

４ʷ２ 

４ʷ１ 

４ʷ１ 

４ʷ１ 

４ʷ３ 

４ʷ３ 

４ʷ４ 

４ʷ４ 

４ʷ４ 

 

人
権
教
育 

・人権意識の高揚 

・人権啓発の推進＊ 

・人権研修会の充実 

５ʷ１ 

５ʷ２ 

５ʷ２ 

 

＊印は、令和４年度草加市民アンケートで回答の多かった課題です。 
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41.0

32.5

23.4

21.4

20.9

15.5

14.4

13.3

9.3

7.7

6.7

6.2

5.5

5.4

5.0

5.0

4.8

4.6

4.0

3.8

3.5

3.3

0.0

33.1

26.4

29.7

0.0

24.7

20.1

9.1

7.3

12.7

7.8

9.3

7.1

11.2

5.0

7.8

0.0

3.9

4.5

4.1

6.0

6.0

- 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

豊かな心の育成

いじめ問題への取組

体力・運動能力の向上

学力の向上

自己肯定感・自己有用感の育成

教員の指導力向上及び若手・中堅教員の育成

学習意欲の向上

経済的に困難な方へ就学支援

体験活動（自然教室、職場体験活動等）

児童生徒の通学路、登下校中の安全対策

食育の推進

教員が子どもと関わり合える時間の確保

「草加っ子の基礎・基本」の定着

小中学校の校舎等の改修

児童生徒の不登校解消

幼稚園・保育園・認定こども園・小中学校の連携の推進

ＩＣＴ環境の整備と活用

きめ細かな特別支援教育

児童生徒の問題行動に対する指導

地域の人材活用

家庭の教育力の向上

地域と学校の連携

令和４年度調査 平成３０年度調査

Ｑ これからの草加市の小中学校教育を充実・発展させていく上で、特にどのようなことに力を入れていくべきか 

（％） 
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35.9

34.0

13.9

25.2

33.8

13.4

- 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

人権啓発の推進

人権意識の高揚

人権研修会の充実

令和４年度調査 平成３０年度調査 （％）

52.0

27.7

22.4

20.3

14.8

13.6

13.6

12.3

9.6

9.2

4.8

4.2

4.1

3.1

1.7

57.9

27.2

24.9

24.8

14.1

13.9

19.8

10.0

11.6

4.0

5.4

4.5

4.5

1.9

- 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

学びやすい学習環境の整備

学習情報の提供

子育て支援のための学習の充実

各種講座・教室等学習機会の充実

サークル・団体等の活動支援

図書館の蔵書の充実

図書館分館の設置

わからない

公民館・文化センターの建替・耐震化

電子書籍の普及

無回答

郷土学習の充実

文化財の活用

文化財保護施設の整備

その他

令和４年度調査 平成３０年度調査 （％）

※ すべてのグラフについて「わからない」、「その他」、「無回答」は除いています。 

Ｑ これからの草加市の人権教育を充実・発展させていく上で、特にどのようなことに力を入れていくべきか 

Ｑ これからの草加市の生涯学習を充実・発展させていく上で、特にどのようなことに力を入れていくべきか 
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第４章 草加の教育の目指す姿 
 
 
 
 
 

 本市では、第一次計画において、「生きる力を共に教え育てる草加の教育」を基本理念として掲げ、第

二次計画、第三次計画においてもこれを引き継ぎ、学校・家庭・地域が連携・協働し、様々な施策を展

開してきました。 

 これからの社会は、人口減少、少子高齢化、グローバル化、多極化などがさらに進み、不確実かつ複雑

に変動する予測困難な未来を迎えようとしています。第一次計画策定時から１２年余りが経過する中で、

新型コロナウイルス感染症の拡大等、既に不透明な時代を伺わせる事態に直面してきたところです。このよ

うな時代においては、これまでの社会や制度の延⾧上では対応できないことも想定され、望む未来を自ら

示し、作り上げていくことが求められるようになっていきます。新たな価値の創造が期待される超スマート社

会（Society5.0）✪は、一人ひとりの人間が中心となる社会であり、同時に共生社会の実現に向けて、

誰一人取り残されず、一人ひとりの可能性が最大限に引き出され、それぞれの多様な幸せが社会全体の

幸せでもあることを目指すものとされています。このような未来に目を向けた時、個性や違いがよさとして認め

られ、互いに価値ある存在として尊重されることが、これまでにも増して重要となります。こうして、多様な

人々とコミュニケーションを図り協働しながら変化を乗り越え、豊かな人生をたくましく切り拓いていくことは、

郷土への愛着や誇りを持ち、持続可能な社会の創り手となることにもつながります。 

 第三次計画においては、特に子ども教育において、自分を大切な存在と思うことができる自己肯定感

✪と自分は他人の役に立てると思うことができる自己有用感✪を「生きる力✪」の基盤になるものと捉え、

その育成に努めてきました。第四次計画においては、「自己肯定感✪・自己有用感✪の育成」をさらに重

視するとともに、他の人のよさを認める「他者理解✪」の重要性について、園・学校はもとより家庭・地域に

も浸透を図ります。 

 「生きる力✪」は変化の激しい社会に生きる子どもたちに必要なものであるとともに、子どもから高年者

まで、よりよく生きていくためにも不可欠なものです。草加の教育は、これまでも世代を超えて、一人ひとりの

「生きる力✪」を教え育てることを目指してきました。「生きる力✪」は、人がそれぞれの個性を発揮し、人格

の完成を目指す上で、子ども教育*、生涯学習、人権教育それぞれにつながりのある幅広い概念として捉

えています。 

 これからも、学校・家庭・地域との関わりの中で、子どもたちが体験的に豊かに学ぶとともに、生涯にわた

って学び続け、時代の変化に柔軟に対応しながら、笑顔かがやく人生をおくることのできる「生きる力✪」を

備えた子どもたちの育成を目指し、第一次計画からの基本理念である「生きる力を共に教え育てる草加の

教育」を継承し、「笑顔かがやく草加教育プラン」として、本市の教育行政を展開していきます。 

１ 第四次草加市教育振興基本計画の基本理念の考え方 
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１ 基本理念 

  「生きる力を共に教え育てる草加の教育」 

  学校・家庭・地域が、互いに信頼し、絆を深め、連携・協働して支え合い、「生きる力を共に教え育

てる草加の教育」を基本理念とします。 

 

 笑顔かがやく草加教育プラン 

  学校・家庭・地域が互いに信頼し、絆を深め、連携・協働して「生きる力を共に教え育てる草加の教

育」を推進したとき、その成果として現れるのが子どもたちの笑顔です。 

  子どもたちの笑顔は、学校・家庭・地域の笑顔へとつながり、市全体が笑顔かがやくまちになることを

願っています。 

  この願いを込め、草加市教育振興基本計画を「笑顔かがやく草加教育プラン」と称しています。 

  学校においては、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受ける中、「子どもたちの笑顔」はシンプル

でありながら、極めて重要な目標となりました。これまで象徴として掲げた「子どもたちの笑顔」は、より具

体的な視点で目指すべきものとして捉えられるようになっています。 

 

 生きる力✪ 

 ・基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、表現することにより、様々な問

題に積極的に対応し、解決する力 

 ・自らを律しつつ他人とも協調し、他人を思いやる心や感動する心などの人間性 

 ・たくましく生きるための健康や体力など 

 

  本市では子ども教育＊にとどまらず、生涯学習、人権教育を含め、一人ひとりがそれぞれの個性を

発揮し、人格の完成を目指し、よりよく生きていくための力として幅広く捉えています。 

 

 ＊子ども教育とは 

  幼稚園・保育園・認定こども園における幼児教育及び小中学校における学校教育の総称。 

  

２ 第四次草加市教育振興基本計画の全体像 
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２ 基本理念と基本目標 

  基本理念の実現のため、子ども教育、生涯学習、人権教育を基本構成として設定し、それぞれに

基本目標を定めて一体的に取り組みます。 

 

基本構成Ⅰ 子ども教育 「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる草加っ子の育成」 

 学校・家庭・地域の連携・協働の下、次代を担う子どもたちの自己肯定感✪・自己有用感✪・他者

理解✪を高め、生きる力✪を育むとともに、知・徳・体のバランスのとれた目指す「草加っ子」✪の育成を

図ります。 

基本目標１ 一人ひとりを大切にする幼保小中を一貫した教育の推進 

 子どもたち一人ひとりのよさや可能性、それぞれの育ちや成⾧に目を向けた支援を行えるよう、０歳から

１５歳までの育ちを見通したカリキュラムの編成などを通して、幼保小中を一貫した教育✪に取り組みま

す。子どもたち一人ひとりがかけがえのない存在であるという基本に立ち、幼保小中のつながりや、知・徳・

体に係る全ての教育活動を通して、自己肯定感✪や自己有用感✪を高めるとともに、他の人のよさを認

めることができるよう子ども教育の充実を図ります。 

 乳幼児期の教育・保育については、発達段階や教育・保育の実施時期に応じた、遊びを通しての総

合的な指導の充実を図り、生きる力✪の基礎を育てます。 

 学校教育については、幼児教育の成果を小学校以降の学びにいかす系統性にも留意し、児童生徒の

基礎・基本の徹底を図るとともに、知識及び技能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成、学びに

向かう力・人間性等の涵養を支援するため、個別最適な学びや協働的な学びを一体的に充実させると

ともに、主体的・対話的で深い学び✪を推進し、誰一人取り残すことのない、一人ひとりの可能性が引き

出される教育の実現を目指します。併せて、持続可能な社会の創り手となることを見据え、「自分の考え

を持つ」「伝える」「コミュニケーションを行う」「他者と協力する」能力態度の育成を重視するとともに学習活

動の充実を図ります。また、児童生徒の「知る」「調べる」「学ぶ」好奇心に応えるため、児童生徒が読書

に親しむ環境の充実を図ります。 

 道徳教育や体験活動、環境教育、音楽教育、読書活動等を通じて、命の大切さや主体的に正しく

判断し行動する力を育むとともに、感動、思いやり、協調性などを持った心豊かな児童生徒の育成を目

指します。また、いじめや不登校などの学校生活の諸問題に対して、誰でも気軽に相談できる相談体制

の充実を図ります。 

 心身ともに健康で活力のある生活が営めるよう、運動に親しみ、規則正しい生活を送る児童生徒を育

成します。また、健やかな体づくりのため、地産地消による学校給食、食育、学校保健の充実を図ります。 
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 全ての子どもたちが、等しく教育を受けられるよう、一人ひとりのニーズに応じ、関係機関と連携した支援

の充実を図ります。 

 一人ひとりを大切にする教育の質が高められるよう、教職員への研修等の充実を図り、指導力の向上

を目指します。併せて、取り組むべき教育課題に対応した研究を推進し、市内各校へその成果と効果的

な方策を広げます。 

 

基本目標２ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進 

 ０歳から１５歳までの全ての子どもに、これからの時代を生き抜き、持続可能な社会の創り手として未

来に向かう力や地域への愛着と誇りを育むため、地域や保護者等が学校運営に参画することを通じて、

学校・家庭・地域が一体となり、子どもたちの成⾧を支える上での目標や課題を共有し、地域とともにあ

る学校づくりを推進します。 

 学校・家庭・地域が、目指す「草加っ子」✪を共有し、全ての子どもたちのよさや可能性がいかされ、自

己肯定感✪・自己有用感✪が高められるとともに、他の人のよさも認めることができるよう連携・協働を進

めます。 

 子育ての悩みを解消する学習機会の提供など、子どもたちの「生きる力✪」の基礎となり、教育の出発

点であり重要な役割を担っている家庭教育への支援を更に推進します。 

 

基本目標３ 教育環境の整備・充実 

 「草加市公共施設等総合管理計画」「草加市学校施設等⾧寿命化計画」等に基づき、計画的に

学校教育施設の改修や⾧寿命化を進め、安全で安心して学習できる教育環境を整備していきます。 

 教材・備品の整備・充実とともに、教育の情報化に対応した学習環境の整備・充実を図り、児童生

徒のコミュニケーション能力、課題解決能力、情報活用能力を育成し、情報モラルの向上を図りながら、

ＩＣＴを活用した効果的な教育活動に取り組みます。 
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基本構成Ⅱ 生涯学習 「学びを通して生きる力を育む生涯学習社会の推進」 

基本目標４ 学びの成果が発揮される生涯学習の推進 

 市民一人ひとりのライフステージに応じた多様な学習情報や様々な手法による学習機会を提供すると

ともに、自己肯定感✪・自己有用感✪を大切にし、習得した技能や知識を地域づくりに還元していくこと

を、他施策との連携を図る中で目指します。 

 公民館・文化センターなどの施設については、「草加市学校施設等⾧寿命化計画」を踏まえ、大規模

改修などの⾧寿命化対策に取り組むとともに、地域の生涯学習活動の拠点として、地域資源としての、

大学、ＮＰＯ法人、サークルや団体などの学習資源を活用し、市民の学習機会の充実に向けた取組を

進めます。 

 「草加市文化財保護指針」に基づき、本市の文化財の保護のほか、国指定名勝「おくのほそ道の風

景地 草加松原」✪については、周辺環境に配慮しながら、その保存・活用を図り、後世に継承していく

とともに、文化財への理解を深めるための取組を進めます。 

 図書館サービスでは、市民ニーズに応じた資料の整備や利便性の高いサービスを提供することで、学校・

家庭・地域において、市民が読書に親しむ機会を充実させます。 

 広く市民に対し、読書や図書館の魅力を伝える活動を推進するとともに、既存サービスの充実や利用

方法の周知により、市民の読書や学びを支援します。 

 子どもたちには、いつまでも心に残る本との出会いを通して、「生きる力✪」を育んでいきます。 

 

基本構成Ⅲ 人権教育 「人権を尊重し合う教育の推進」 

基本目標５ 人権教育の推進 

 学校教育では、人権が尊重される教育の場としての学校・学級において、自他の大切さを認め合い人

権を大切にし合う教育を推進し、子どもの人権擁護の視点に立ち、基本的人権を尊重する意識の醸

成・定着・高揚に努めます。 

 社会教育では、より多くの市民が人権について考え、より身近なものとして捉えることができるよう、学習

機会の充実に努め、全ての人が相互に存在を認め合い、尊重し合う平和な社会の実現を目指します。 
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３ 目指す「草加っ子」について 

 教育委員会では、平成２４年度（2012年度）から「生きる力を共に教え育てる草加の教育」を基本

理念として掲げ、学校・家庭・地域が、互いに信頼し、絆を深め、連携して支え合い、本市の教育の振興

を図るための施策を展開してきました。 

 その中で、「子ども教育の連携」を新たな施策として掲げ、０歳から１５歳までを連続した教育期間と

して捉え、子どもたちの発達段階に応じた一体的な指導に重点的に取り組んできました。また、平成２４

年（2012年）６月に実施した、子ども教育の連携に関するアンケート調査の結果と子ども教育連携推

進委員会での協議を踏まえ、平成２５年（2013年）３月に策定した「草加市子ども教育連携推進基

本方針・行動計画」の中で、１５歳までに身に付けてほしい力を、「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる」

と定め、目指す「草加っ子」✪として示しました。この目指す「草加っ子」✪は、国の示す「生きる力✪」を踏

まえ、本市の子どもの実態に即して具体化した１５歳の姿です。 

 第二次計画では、子ども教育の連携の推進を重点施策の一つとして位置付けるとともに、目指す「草

加っ子」✪を教育振興基本計画に掲げ、子どもたち一人ひとりの自己肯定感✪等を高めるため、幼保

小中の連携から幼保小中を一貫した教育✪へと段階的に施策を展開してきました。 

 第三次計画では、幼保小中を一貫した教育を基本目標の一つとして位置付けるとともに、子どもたち

に「生きる力✪」が育まれた中学校卒業時の子どもの姿をシンボル化したものとして、目指す「草加っ子」

✪を掲げました。この理想像を学校・家庭・地域全体で共有し、一体となって、「草加っ子」を育むことを目

指してきました。 

 第四次草加市教育振興基本計画においても、園や校種を超えた連携や学校・家庭・地域の連携・

協働を更に進め、子どもたちに「生きる力✪」を育んでいきたいと考えています。目指す「草加っ子」は、第

三次計画以降、基本構成の柱の一つである「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる草加っ子の育成」とし

ています。理想像として、学校・家庭・地域の一層の共有化・具現化を促すことができるよう、自己肯定

感✪・自己有用感✪・他者理解✪といった重点的内容を強調するとともに、他の目標とも整合性を図り

内容の統合整理を行いました。自分や他の人の大切さがわかり、何事にも意欲をもって取り組めるよう、

一人ひとりの学びや育ちを支援し、「草加っ子」を育んでいきます。また、成⾧した「草加っ子」が新たな価

値を主導・創造し、新たな「草加っ子」を育むという持続可能な地域社会を目指していきます。 
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・人の話をしっかりと聞くことができる 

・自分の考えをもち、伝えることができる 

・意欲や目標をもち、進んで活動や学習に取り組むことができる 

・基礎・基本を身に付け、活用することができる 

・ありがとう、ごめんなさいを素直に言うことができる 

・あいさつや返事、丁寧な言葉づかいができる 

・自分の気持ちをコントロールし、他の人と協調できる 

・生命の尊さを理解し、尊重できる 

・善悪の区別が付き、きまりやマナーを守ることができる 

・メディアと適切に関わり、情報モラルを身に付けることができる 

・進んで運動に取り組むことができる 

・「早寝早起き朝ごはん」の習慣を身に付けることができる 

・ものごとに粘り強く取り組むことができる 

・清潔を心がけて、健康な生活を送ることができる 

・見通しをもって生活することができる 
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第四次草加市教育振興基本計画「笑顔かがやく草加教育プラン」施策体系図

基本理念 基本構成 基本目標 施 策

１－１ 子ども教育の連携の推進

１－２ 自ら学ぶ「草加っ子」の育成

１－３ 心豊かな「草加っ子」の育成

１－４ たくましく生きる「草加っ子」の育成

１－５ 多様なニーズに対応した教育と支援の
    充実

１－６ 「草加っ子」の学びを支える教職員の
    指導力向上

２－１ 地域とともにある学校づくりの推進

２－２ 家庭教育への支援

３－１ 安全安心な学校教育施設の整備・充実

３－２ 学習環境の整備・充実

４－１ 生涯を通した多様な学習機会の充実

４－２ 公民館・文化センターの整備と生涯学習
    環境の充実

４－３ 文化遺産の発掘・保存・活用の計画的、
    継続的な取組の推進

４－４ 読書や学びを支え市民に役立つ図書館
    サービスの充実

５－１ 学校人権教育の推進

５－２ 社会人権教育の推進

生
き
る
力
を
共
に
教
え
育
て
る
草
加
の
教
育

Ⅰ 子ども教育
  「自ら学び、心豊かに、
   たくましく生きる
   草加っ子の育成」

２ 学校・家庭・地域の連携・協働の
  推進

３ 教育環境の整備・充実

Ⅱ 生涯学習
  「学びを通して生きる力
   を育む生涯学習社会の
   推進」

４ 学びの成果が発揮される生涯学習
  の推進

Ⅲ 人権教育
  「人権を尊重し合う
   教育の推進」

５ 人権教育の推進

１ 一人ひとりを大切にする幼保小中
  を一貫した教育の推進
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◇ 自己肯定感・自己有用感・他者理解の育成
◇ 幼保小中を一貫した教育を支える指導資料の
  活用

◇ 幼児教育の充実
◇ 交流・連携の充実による幼保小中を一貫した
  教育の推進

◇ ふるさと草加学習の推進（再掲）

◇ 「草加っ子の基礎・基本」の定着
◇ 各種学力調査の実施と分析・活用
◇ 児童生徒の学習に対する支援の充実
◇ 「草加っ子の学びを支える授業の5か条」を活用した授業改善（再掲）

◇ 指導訪問の充実（再掲）
◇ ＩＣＴの整備と活用（再掲）
◇ 小学校外国語・外国語活動及び中学校英語教育の充実

◇ 学校図書館教育の充実
◇ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
  授業・環境づくりの充実（再掲）

◇ 「草加っ子の基礎・基本」の定着
◇ 道徳教育の充実
◇ 「いのちをつなぐ教育」の推進
◇ 音楽教育の推進

◇ 自然と触れ合う体験活動の推進
◇ 読書活動の推進
◇ 生徒指導の充実

◇ 「草加っ子の基礎・基本」の定着
◇ 体育・保健体育の授業の改善
◇ 生活習慣の改善
◇ 中学校部活動の推進

◇ 学校給食の推進
◇ 食育の推進
◇ 学校保健の充実

◇ 教育相談の充実
◇ 特別支援教育の充実
◇ 特別支援教育の就学奨励費の補助

◇ 特別支援学校等との連携
◇ 一人ひとりに応じた就学援助の充実
◇ 入学準備金及び奨学資金貸付制度の見直し

◇ 貸付金の滞納解消に向けた取組
◇ 外国籍児童・生徒に対する教育の推進

◇ 「草加っ子の学びを支える授業の5か条」を活用した授業改善
◇ 教職員の授業改善
◇ 市委嘱研究の充実
◇ ＩＣＴの整備と活用（再掲）

◇ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
  授業・環境づくりの充実
◇ 教育相談及び特別支援教育に係る研修の充実

◇ 学校運営協議会の充実
◇ 学校応援団の充実
◇ 児童生徒の安全管理の充実
◇ 中学校部活動の推進（再掲）

◇ 学校・家庭・地域が一体となった防災教育の推進
◇ ふるさと草加学習の推進
◇ 土曜日等の教育活動の充実
◇ 学校経営の充実

◇ 学校評価制度の活用
◇ 小中学校通学区域審議会の開催

◇ 「親の学習」講座及び子育て講演会の開催
◇ 子育てリーフレット及び家庭・学校連携シートの
  配布
◇ 児童生徒の効果的な学習時間の確保（再掲）

◇ 生活習慣の改善（再掲）
◇ 食育の推進（再掲）
◇ 学校保健の充実（再掲）

◇ 学校施設の維持管理
◇ 校舎等の改築・大規模改修等

◇ 自然の家の管理・運営
◇ 共通管理備品の整備

◇ ＩＣＴの整備と活用
◇ 教材教具の整備
◇ 学校図書館教育の充実（再掲）

◇ 特色ある学校経営を推進するための予算の充実
◇ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
  授業・環境づくりの充実（再掲）

◇ 学びのきっかけづくり
◇ 学びの充実とネットワークづくり
◇ 学びの成果をいかす人づくり

◇ 地域における生涯学習施設の整備
◇ 身近で地域性をいかした学習機会の提供

◇ 文化財保護意識の高揚
◇ 文化財保護体制の確立
◇ 文化財保護施設の整備

◇ 図書館資料や情報の充実及び効果的・効率的な提供
◇ 郷土資料等の充実
◇ レファレンスサービスの充実

◇ 誰もが使いやすい図書館づくり
◇ 読書や図書館の魅力を伝える活動の推進
◇ 子ども読書活動の推進

◇ 学校人権教育の推進
◇ 児童虐待から子どもを守る取組の推進

◇ 社会人権教育の推進

主な取組
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第５章 施策の展開 
 

施策１ʷ１ 子ども教育の連携の推進 

施策の方向 

 目指す「草加っ子」の実現に向け、自己肯定感✪・自己有用感✪・他者理解✪の重要性を周知し、

幼保小中・家庭・地域における育成を推進します。 

 各園・各校が各種資料を活用して幼保小中を一貫した教育✪を充実できるよう、訪問や研修会等を

通じて各園・各校を支援します。 

 幼児教育において、幼児教育推進体制の充実や国の幼児教育スタートプランに関連する活動等に取

り組み、幼保小の円滑な接続が図られるよう、各園の教育・保育を支援します。 

 子ども教育連絡協議会の活動や、研究委嘱を通して、幼保小中を一貫した教育✪を一層充実させます。 

 

施策１ʷ２ 自ら学ぶ「草加っ子」の育成 

施策の方向 

 自ら学ぶ「草加っ子」の育成に向け、学校における日々の授業を充実させます。また、基礎的・基本的

な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用し、自分の考えをもち、伝える力（課題を解決するため

に必要な思考力、判断力、表現力等）を育むとともに、主体的に学習に取り組む態度を養い、個性を

いかし多様な人々との協働を促す教育を推進します。 

 幼保小中を一貫した教育✪を推進する中で、児童生徒の発達段階を考慮し、学習の基盤をつくる活

動を充実させるとともに、学校・家庭・地域が目標を共有し、確かな学力✪を確実に伸ばす取組を更に

進めます。また、個別最適な学びや協働的な学びを一体的に充実させるとともに、主体的・対話的で深

い学び✪を推進し、誰一人取り残すことのない教育の実現を目指します。 

 教員がＩＣＴを効果的に活用し、教科等の指導の工夫・改善を進めるとともに児童生徒の情報活

用能力の育成を推進します。また、児童生徒の発達段階に応じたコミュニケーション能力、課題解決能力、

情報活用能力を育成するとともに、情報モラルの向上を図ります。 

 授業を行う教師と全小中学校に配置しているＡＬＴ✪の役割を明確にし、実践的な英語力（英語

をコミュニケーション手段として使う力）を身に付けられる授業を展開することで、児童生徒が言語や文化

に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、グローバル化に対応し

た児童生徒を育成します。 

 学校図書館教育については、草加市子ども読書活動推進計画に基づき、読書活動の推進等を積極

的に行います。  
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施策１ʷ３ 心豊かな「草加っ子」の育成 

施策の方向 

 子どもたちの規範意識の低下や人間関係の希薄化、いじめ、不登校などの様々な課題を解決するた

め、幼保小中を一貫した教育✪を推進し、児童生徒の自己肯定感✪・自己有用感✪を一層高めると

ともに、児童生徒が他の人のよさを認めることができるよう、各校を支援します。また、子どもたちの豊かな

人間性・社会性を育むとともに、全教育活動を通して、道徳教育や「いのちの大切さ」を実感する教育を

充実させます。さらに、幼児期から、人や自然との関わりを広げる豊かな体験活動を通して、感性の形成

やコミュニケーション能力の向上を図るとともに、音楽や自然との触れ合いなどの体験活動や読書活動を

より一層充実させます。 

 「学校におけるいじめの防止等のための基本的な方針」や各校の「いじめ防止学校基本方針」に基づき、

いじめの未然防止・早期発見・早期対応に努め、関係諸機関と連携を密にしていじめ撲滅に取り組むと

ともに、「いじめ撲滅サミット✪」等の取組を通して、児童生徒が自分たちの力でいじめを撲滅しようとする

心情や態度を育てます。 

 

施策１ʷ４ たくましく生きる「草加っ子」の育成 

施策の方向 

 心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持・増進し、豊かな人生を送れるよう、力い

っぱい運動し、しっかり食事をとり、ぐっすり睡眠をとる等の基本的な生活習慣を身に付けた、健康でたくま

しい児童生徒の育成を目指します。そのために、幼保小中を一貫した教育✪を推進する中で、草加市体

力向上推進委員会と連携しながら、体力・運動能力✪の向上に向けた取組を推進します。楽しみなが

ら様々な動きを体験することを通して、児童生徒に運動の特性に応じた知識及び技能を身に付けさせる

とともに、運動好きな児童生徒の育成及び体力・運動能力✪の向上を目指します。また、「草加市中学

校部活動の方針」を基に、中学生のよりよい部活動の実践を図ります。 

 学校給食業務では、給食事業全体の収支を踏まえ、市内の地場産の食材、埼玉県内産の食材を

積極的に活用するとともに、アレルギー対策などを講じ、安全でおいしい草加の給食を提供します。また、

給食費の公会計化制度が円滑に推進できるように準備を進めます。 

 食育の充実を図るため、栄養教諭を中心とした家庭科や特別活動等の授業等で栄養バランスを意識

した食事ができる食生活を推進します。また、家庭との連携を深め、朝食の摂取率を高めるだけでなく、ど

のような食事を、どのような状況でとっているのかを意識させて食事の改善を図ります。 

 学校保健を充実し、健康でたくましい児童生徒の育成を図ります。 
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施策１ʷ５ 多様なニーズに対応した教育と支援の充実 

施策の方向 

 児童生徒の不登校などに対応するため、様々な教育相談活動を推進するとともに、スクールソーシャル

ワーカー✪や学校支援指導員などの派遣を通して、学校や関係諸機関と連携を深めることで、一人ひとり

の状況に応じた、きめ細かな支援の充実を図ります。さらに、学校適応指導教室✪の活動を充実させる

とともに、学校との連携を深めることで、児童生徒の自立と学校生活への適応を支援できるような環境づ

くりを推進します。 

 特別な配慮を要する児童生徒の多様化する教育的ニーズに対応し、一人ひとりのよさや可能性を最

大限に発揮できるよう、個々の特性を踏まえた適切な情報提供を行い、丁寧な相談活動を推進するとと

もに、十分な環境整備や支援体制を構築していきます。更には、医療・福祉などの関係機関との連携や、

特別支援学校が担うセンター的機能✪を活用し、埼玉県立草加かがやき特別支援学校✪や埼玉県立

越谷特別支援学校等との連携に取り組み、個に応じた教育支援の充実を図ります。 

 また、ノーマライゼーションの理念に基づき、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム✪の構

築に向け、特別支援学級、通級指導教室✪の担当教員の育成及び通常学級に在籍する発達に課題

があると思われる児童生徒への支援として、通常学級を含めた全教員の指導力の向上に取り組むととも

に、埼玉県立草加かがやき特別支援学校✪や埼玉県立越谷特別支援学校等との支援籍✪学習を

推進します。 

 就学援助制度については、国や県及び他市町の動向を確認しながら、所得制限を基準にした認定を

行い、透明性を確保しながら運営を進めるとともに、入学前準備金を含め、就学時健康診断や入学説

明会等の様々な機会で同制度の周知を図ります。 

 入学準備金、奨学資金貸付制度については、社会情勢や他団体の動向などを踏まえ、「草加っ子」

を卒業した子どもたちの学ぶ意欲に寄り添う制度の調査研究を進めます。また、公平、公正な貸付制度

とするため、特に⾧期間滞納となっている貸付者への催促等を重点的に進めます。 

 

施策１ʷ６ 「草加っ子」の学びを支える教職員の指導力向上 

施策の方向 

 市委嘱研究を計画的に進めるとともに、指導訪問や要請訪問等において適切な指導・支援を行い、

教員の指導力の向上を図ります。また、教員研修では、教員のキャリア段階に応じた研修の充実を図り、

ＩＣＴの効果的な活用を含めた指導技術を高める内容に重点を置き、指導力のある教員を育成します。 

 さらに、誰一人取り残すことのない教育の実現に向け、全ての児童生徒が主体的に学び、可能性を最

大限伸ばせるよう、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善✪や、個に応じた合理的配慮の提

供を進めます。 
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 児童生徒を取り巻く環境の変化に伴い、学校だけでは解決が難しくなってきている不登校対応等につ

いての研修を充実させます。また、特別支援教育✪に関わる各研修会を充実させるとともに、通常学級

に在籍している障がいがあると思われる児童生徒を適切に支援するための研修を充実させ、インクルーシブ

教育システム✪の推進を図っていきます。 

 教職員の業務の合理化・効率化、教育の質の維持向上を図るため、教職員の適正な勤務体制づく

りを進めます。 

 

施策２ʷ１ 地域とともにある学校づくりの推進 

施策の方向 

 よりよい学校運営や、子どもたちの学びや体験活動の充実等のために必要な支援に関する協議を学

校運営協議会✪で行います。また、学校応援団✪の活動を通じ、学校が積極的に家庭や地域に働き

かけ、学校・家庭・地域が一体となった教育を推進します。これらの学校運営協議会✪と学校応援団✪

が両輪となり、コミュニティ・スクール✪として地域とともにある学校づくりを行えるよう一体的に推進します。 

 学校を含めた地域社会の中で、土曜日や放課後などにおける児童生徒の学習活動や体験活動の充

実を図るなど、地域との交流・連携をいかした取組を進めるとともに、交流・連携しやすい環境づくりを推

進し、学校・家庭・地域が一体となった教育活動に取り組みます。 

 豊かな地域資源を活用し、草加の歴史や文化に触れることができる体験学習等を計画的・系統的に

進め、子どもたちが草加のよさを知り、愛着や誇りをもてるよう、ふるさと草加学習✪の充実を図ります。 

 

施策２ʷ２ 家庭教育への支援 

施策の方向 

 目指す「草加っ子」✪の実現に向け、家庭への周知と子どもへの関わり方、子育てに関する知識等を

情報提供するなど、家庭教育の充実を図ります。 

 「親の学習」講座✪については、講師となる埼玉県家庭教育アドバイザー✪に対し、子ども教育連携

推進に関する理念の浸透を図ることで、講師の質の向上と育成に努めるとともに、保護者向けに配布し

ているリーフレットを十分に活用しながら実施することで、講座の内容を一層充実させます。 
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施策３ʷ１ 安全安心な学校教育施設の整備・充実 

施策の方向 

 「草加市公共施設等総合管理計画」、「草加市学校施設等⾧寿命化計画」等に基づき、校舎等の

改築・大規模改修等、安全安心な教育環境の整備を環境に配慮しながら効果的・効率的に進めます。 

 学校施設は、災害時の避難所としての指定を受けていることから、関係部局との連携を図り、防災機

能の向上に取り組みます。 

 奥日光自然の家は、施設の老朽化が進んでいることから、現有施設の改修などを行いながら維持管

理や運営に取り組むとともに、今後の施設の在り方についての検討を進めます。 

 

施策３ʷ２ 学習環境の整備・充実 

施策の方向 

 学習指導要領を踏まえ、児童生徒が学習内容を確実に身に付けられるよう、必要な教材教具の整

備を進めます。特に、ＩＣＴ支援員や一人一台のタブレット端末、大型提示装置、デジタル教科書等を

効果的に活用し、学習活動の充実を図ります。また、学校図書館の蔵書及び環境も充実させます。 

 特色ある学校経営の推進に向け、各校の教育目標の達成を目指し、積極的な活動ができるように教

育環境や学習環境の整備を行い、各校の主体的な取組を支援します。 

 

施策４ʷ１ 生涯を通した多様な学習機会の充実 

施策の方向 

 学びのきっかけづくりとして、市内にある学習情報を集約化した生涯学習情報提供サイト✪「マイ・ステ

ージ」の充実と普及に努めます。また、生涯学習指導者バンク✪制度の周知と活用を進めることで、気軽

に学習を始める体制を整えます。 

 大学、ＮＰＯ法人、民間企業などと連携し、そうか市民大学✪や子ども大学そうか✪の内容の充実

に努め、市民の高度で多様な学習ニーズに応じた学習機会を提供します。 

 学習の成果を地域づくりにつなげるため、社会教育関係団体への活動支援や二十歳のつどいなどの

機会を活用します。 

 学びを通して得た絆をいかし、地域を支える人材の育成を目指します。 
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施策４ʷ２ 公民館・文化センターの整備と生涯学習環境の充実 

施策の方向 

 公民館・文化センターの整備については、「草加市公共施設等総合管理計画」、「草加市学校施設

等⾧寿命化計画」等に基づき施設の⾧寿命化を図るため、適切に施設の状況を把握し、より効果的・

効率的な維持管理や修繕に努めます。なお、中央公民館及び川柳文化センターについては、耐震化に

向けた施設の整備も併せて検討します。 

 公民館・文化センターの運営については、放課後における子どもたちの居場所づくりを継続して進めると

ともに、子育て支援事業及び高年者事業の充実並びに外国籍市民向けの事業の実施を進めます。 

 併せて、既存や新規事業について、大学、ＮＰＯ法人、サークルや団体など民間学習団体の学習資

源の積極的な活用を図ります。 

 また、施設利用については、利用手続の簡素化や利用条件の緩和など、学習施設の利便性の向上

の検討を進めます。 

 

施策４ʷ３ 文化遺産の発掘・保存・活用の計画的、継続的な取組の推進 

施策の方向 

 草加の歴史文化を構成する貴重な文化財について、草加市文化財保護指針を踏まえ、「文化財保

護意識の高揚」、「文化財保護体制の確立」、「文化財保護施設の整備」の三つを大きな柱とし、個々

の取組を推進します。 

 

施策４ʷ４ 読書や学びを支え市民に役立つ図書館サービスの充実 

施策の方向 

 中央図書館では、市民の生涯にわたる自主的な学習活動を支え促進するとともに、子育て支援など、

市民が抱えている課題を解決できるように、地域の情報拠点としての役割を果たします。また、教養、調

査研究、レクリエーションの三つを施設目的として掲げる図書館法に基づき、「図書館資料や情報の充実

及び効果的・効率的な提供」「郷土資料等の充実」「レファレンスサービス✪の充実」「誰もが使いやすい

図書館づくり」「読書・図書館の魅力を伝える活動の推進」「子ども読書活動の推進」を柱として個々の

取組を推進します。 
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施策５ʷ１ 学校人権教育の推進 

施策の方向 

 児童生徒一人ひとりの発達段階に応じた人権を大切にし合う教育を推進し、人権意識の高揚を図り

ます。人権についての正しい理解を深め、自他の存在を大切にするとともに、様々な人権問題を解決しよ

うとする児童生徒の育成を目指します。 

 また、「草加市人権尊重都市宣言」に基づき、インターネットによる人権侵害や性の多様性などの人権

問題にも対応できるよう、管理職対象の研修会を始め、教職員の人権教育研修の充実を図ります。人

権感覚を磨く授業づくりを推進するとともに、実感を伴うような研修会などを通して教員の指導力の向上

を図ります。 

 さらに、子どもの人権擁護の視点に立ち、基本的人権を尊重する意識の醸成・定着・高揚に努めます。 

 

施策５ʷ２ 社会人権教育の推進 

施策の方向 

 市民が自ら考え行動できるよう、吉町集会所や公民館・文化センターにおいて、様々な啓発活動を実

施し、更に学習機会を設けることで、全ての人が相互に存在を認め合い、尊重し合う平和な社会の実現

を目指します。 

 






